
は

じ

め

に

山
城
国
相
楽
郡
狛
野
荘
の
狛
氏
は
、
山
城
国
一
揆
を
構
成
し
た
山
城
国
人
の

一
つ
と
想
定
さ
れ
る
。
か
か
る
国
人
の
家
伝
文
書
は
狛
文
書
が
ほ
ぼ
唯
一
の
存

在
で
あ
る
た
め
、
狛
氏
の
研
究
は
比
較
的
蓄
積
が
あ
る
。
山
城
国
一
揆
に
関
す

る
も
の
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
の
で
狛
氏
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
に
絞
る
と
、
自

（
�
）

治
体
史
に
お
け
る
熱
田
公
氏
や
鎌
田
道
隆
氏
の
論
考
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
小
西
瑞
恵
氏
は
戦
国
期
を
対
象
に
、
臼
井
進
氏
は
織
田
期
を
対
象
に
、
そ

（
�
）

し
て
吉
田
ゆ
り
子
氏
は
そ
こ
か
ら
近
世
へ
の
展
開
を
対
象
に
分
析
し
て
い
る
。

狛
文
書
の
ほ
か
に
も
流
出
し
た
狛
家
の
文
書
群
が
存
在
す
る
が
、
右
の
研
究

で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
た
だ
し
、
文
書
群
の
存
在
そ
の
も

の
が
知
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
近
江
の
六
角
家
中
に
も
狛
氏
が
お

（
�
）

り
、
村
井
祐
樹
氏
や
新
谷
和
之
氏
は
そ
の
家
の
関
連
文
書
と
捉
え
て
い
る
。
現

在
、
山
城
郷
土
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
る
狭
義
の
狛
文
書
に
つ
い
て
は
田
中
淳
一

郎
氏
が
整
理
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
流
出
分
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

（
�
）
い
。
よ
っ
て
、
流
出
分
を
加
え
る
こ
と
で
、
狛
氏
の
経
歴
を
補
完
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

狛
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
と
い
う
史
料
に
も
ま

（
�
）

と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
狛
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
も
写
さ
れ
て
い
る
。

（
録
）

た
だ
し
、
表
紙
に
「
椿
井
家
記
禄
内
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
椿

井
文
書
と
呼
ば
れ
る
椿
井
政
隆
が
作
成
し
た
偽
文
書
群
の
う
ち
の
一
つ
で
あ

（
�
）
る
。
す
で
に
こ
の
史
料
に
対
し
て
は
熱
田
氏
が
い
く
つ
か
の
疑
義
を
呈
し
て
い

る
が
、
狛
氏
に
関
す
る
新
た
な
情
報
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

視
点
か
ら
史
料
批
判
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
特
に
「
狛
左
馬
亮
殿

古
書
写
」
で
注
目
し
た
い
の
は
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
に
山
城
を
退
去
し

た
狛
氏
が
近
江
へ
下
向
し
、
六
角
氏
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
熱
田
氏
は
、「
近
江
退
去
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
り
え
な
い
話
で
は

な
い
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
滋
賀
県
下
を
含
め
て
、
さ
ら
に
史
料

を
博
捜
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
展
望
を
述
べ
る
に
留
め
て
い
る
。

山
城
国
人
狛
氏
と
一
族
の
地
域
的
展
開

馬

部

隆

弘

１３



六
角
家
中
の
狛
氏
に
つ
い
て
は
、
近
江
の
狛
（
高
麗
）
長
者
の
子
孫
と
す
る

説
が
あ
る
一
方
で
、
相
楽
郡
の
狛
一
族
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
も

（
�
）

あ
る
。
ま
た
、
摂
津
守
護
代
の
薬
師
寺
家
に
寄
子
と
し
て
属
し
て
い
る
狛
氏
も

（
�
）

狛
野
荘
か
ら
の
分
流
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
明
証
が
得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
狛
氏
が
各
地
に
展
開
し
て
い
る
可
能
性
は
み
て
と
れ
る

が
、
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ

も
、
畿
内
近
国
に
お
け
る
中
世
の
武
士
団
や
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研

究
史
は
分
厚
い
が
、
平
安
末
期
か
ら
室
町
前
期
に
関
心
が
集
中
し
て
お
り
、
戦

国
期
独
自
の
実
態
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

（
�
）

れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
意
識
に
加
え
、
先
述
の
よ
う
に
山
城
の
狛
氏
と
近
江
の

狛
氏
を
混
同
す
る
事
態
も
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
こ
そ
熱
田
氏
が
展
望
し

た
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
各
地
に
展
開
す
る
狛
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
整
理

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
が
浮
か
び
上
が
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
一
国
人
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
狛
野
荘
の
狛
氏

も
、
同
族
連
合
の
核
と
い
う
全
く
異
な
る
姿
と
し
て
映
る
に
相
違
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
流
出
分
も
含
め
て
狛
家
文
書
の
全
貌
を
捉
え
直
す

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
未
紹
介
の
も
の
は
適
宜
翻
刻
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
狛

野
荘
の
狛
氏
に
つ
い
て
出
自
も
含
め
た
来
歴
に
つ
い
て
再
考
を
加
え
る
。
そ
し

て
、
薬
師
寺
家
寄
子
や
六
角
家
中
の
狛
一
族
が
狛
野
荘
か
ら
の
分
流
に
あ
た
る

か
否
か
を
検
討
す
る
の
が
次
な
る
課
題
と
な
る
。
た
だ
し
、
焦
点
は
そ
の
二
つ

に
絞
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
以
外
の
事
例
も
可
能
な
限
り
加
え
な
が
ら
、
狛
一
族

が
各
地
に
展
開
し
て
い
っ
た
様
子
を
よ
り
詳
細
に
描
き
た
い
。

一

狛
野
荘
の
狛
氏

１

中
世
文
書
の
構
成

狛
文
書
の
ほ
か
、
流
出
し
た
も
の
も
含
ん
だ
か
た
ち
で
織
豊
期
以
前
に
お
け

（

）

る
狛
家
文
書
の
全
体
像
を
復
元
す
る
と
、【
表
】
の
よ
う
に
な
る
。【
表
】
か
ら

史
料
を
引
用
す
る
際
は
、
便
宜
の
た
め
編
年
番
号
と
文
書
番
号
を
組
み
合
わ
せ

て
﹇
１
Ｅ
二
﹈
の
如
く
表
記
す
る
。

小
林
凱
之
氏
が
山
城
郷
土
資
料
館
に
寄
託
し
た
狛
家
の
文
書
は
、﹇
２
Ａ
一
﹈

か
ら
﹇
４
Ａ
一
七
﹈
ま
で
の
Ａ
群
一
七
点
（
以
下
、
狛
文
書
）
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
に
狛
忠
成
が
織
田
家
へ
仕
官
す
る
際
に
、

か
つ
て
の
家
臣
た
ち
で
あ
る
「
狛
連
中
」
に
預
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
上
狛

村
の
小
林
家
で
長
ら
く
保
管
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が

所
蔵
す
る
狛
家
の
文
書
は
、﹇
３
Ｂ
一
﹈
か
ら
﹇
３３
Ｂ
三
﹈
ま
で
の
Ｂ
群
三
点

（
以
下
、
歴
博
本
）
で
あ
る
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
頃
に
作
成
さ
れ
た

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
小
林
文
書
謄
写
本
（
以
下
、
謄
写
本
）
に
は
、
狛
文

書
の
う
ち
﹇
１２
Ａ
六
﹈
と
﹇
４
Ａ
一
七
﹈
を
除
い
た
一
五
点
と
、
歴
博
本
の
三

点
、
そ
し
て
い
ず
れ
に
も
み
え
な
い
﹇
２８
Ｃ
一
﹈
と
﹇
２５
Ｃ
二
﹈
の
Ｃ
群
二
点

を
加
え
た
、
計
二
〇
点
が
書
写
さ
れ
る
。﹇
１２
Ａ
六
﹈
は
お
そ
ら
く
写
し
そ
び

れ
で
、﹇
４
Ａ
一
七
﹈
は
包
紙
の
み
な
の
で
除
外
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
二
二
点
が
明
治
末
年
頃
の
狛
家
文
書
の
構
成
と
推

１４



【表】狛家文書一覧
編年番号 年月日 差出 宛所 文書番号 翻刻
1 （文明元）.10.29 （細川）勝元 狛山城守（秀） E 二 本稿【史料 2】
2 （文明 2）.7.28 （細川）勝元 狛山城守（秀） A 一 狛文書 1号
3 （文明 4）.10.17 狛山城守秀

（御牧ヵ）政長
（細川勝元） B 一 『山城町史』史料編応仁の乱 87号

4 （文明 4）.11.17 （細川）勝元 狛新三郎 E 三 本稿【史料 3】
（文明 4.11.17） （細川）勝元 狛新三郎 A 一七 狛文書 24号

5 明応 8.9.13 （飯尾）家兼 狛孫左衛門尉 A 二 狛文書 2号
6 （明応年間）.5.27 （遊佐）順盛 成身院（順宣） A 四 狛文書 4号
7 （永正年間）.4.11 （奈良）元吉 狛吉三郎 A 七 狛文書 7号
8 （永正 16）.10.9 （細川）高国 狛吉三郎 E 四 本稿【史料 4】
9 享禄 3.10.15 筒井順興 狛 A 三 狛文書 3号
10 （天文初期）.10.25 （六角）定頼 狛 E 七 『戦国遺文佐々木六角氏編』1104号
11 （天文前期）.11.29 （高畠）長直 狛孫一（光） E 六 本稿【史料 5】
12 （天文前期）.12.18 （大角）信直

（筒井）光就
狛孫一（光） A 六 狛文書 6号

13 （天文 11）.3.10 （三好）政長 狛孫一（光） E 一 『戦国遺文三好氏編』165号
14 （永禄年間）.8.1 （畠山）高政 酒匂刑部大夫 A 五 狛文書 5号
15 （永禄元～7）.7.25 （六角）義弼 狛治部大輔（光）

同吉三郎
E 一〇 『戦国遺文佐々木六角氏編』1217号

16 （永禄 9ヵ）.10.13 （六角）承禎（義賢） 狛治部大夫（光）
同吉三郎

E 九 『戦国遺文佐々木六角氏編』1184号

17 （永禄 10ヵ）.5.29 （六角）承禎（義賢） 狛吉三郎 E 八 『戦国遺文佐々木六角氏編』1158号
18 （永禄 11ヵ）.2.15 （篠原）長房 狛吉三郎 E 五 『戦国遺文三好氏編』1385号
19 （永禄 11）.2.19 （牛嶋）義続 狛吉三郎 A 八 狛文書 8号
20 （永禄 11）.9.16 （三好）釣斎宗渭 狛吉（三郎） A 九 狛文書 9号
21 （元亀元）.10.5 篠（原）右入恕朴（長房）

篠（原）孫四長重
狛左（馬進） A 一二 狛文書 12号

22 （元亀 2ヵ）.1.19 （十河）存保 狛左馬進 A 一一 狛文書 11号
23 元亀 3.11 （織田）信長 狛左京亮（馬進） D 一 『増訂織田信長文書の研究』352号
24 （天正元ヵ）.1.15 （織田）信長 狛左馬進 D 二 『増訂織田信長文書の研究』357号

（天正元ヵ）.1.15 （織田）信長 狛左馬進 A 一五 狛文書 15号
25 （天正 2ヵ）.12.4 塙喜三郎安弘 狛左馬進 C 二 『増訂織田信長文書の研究』530号

参考
26 天正 3.8.11 伝

□
狛左馬進 B 二 『増訂織田信長文書の研究』530号

参考
27 （天正 3ヵ）.8.13 （織田）信長 狛左□□（馬進） A 一三 狛文書 13号
28 天正元（4～5）.7.5 こまさまのしん ― C 一 『増訂織田信長文書の研究』376号

参考
29 天正 5.7.10 （織田信長） 狛左馬亮（進） A 一四 狛文書 14号
30 （天正前期）.5.14 堀久太郎秀政 武田左吉

林高兵衛尉
長坂助一

A 一六 狛文書 16号

31 （天正前期）.11.28 （柴田）勝家 狛左馬進 F 一 『増訂織田信長文書の研究』352号
参考

32 （天正前期）.12.21 鯰□□□□
馬与右秀綱

狛左（馬進） A 一〇 狛文書 10号

33 天正 14.5.10 売主狛久三郎秀
口入上村孫三郎長

― B 三 本稿【史料 6】

註）文書番号のアルファベットは、それぞれ以下の文書群に属すことを示す。なお、B は 9点で 1巻に軸装されるが、その
うち 6点は狛家と無関係のものなので除外した。
A 狛文書（京都府立山城郷土資料館寄託、翻刻は本文註（4）田中論文）、B 狛文書（国立歴史民俗博物館蔵）、C 小林
文書（東京大学史料編纂所謄写本）、D 古文書纂（京都大学文学部影写本）、E 酒井宇吉氏所蔵文書（東京大学史料編纂
所影写本）、F 保阪潤治氏所蔵文書（同左）

１５ 山城国人狛氏と一族の地域的展開



定
で
き
よ
う
。

京
都
帝
国
大
学
が
作
成
し
た
「
古
文
書
纂
」
に
影
写
さ
れ
る
﹇
２３
Ｄ
一
﹈
と

﹇
２４
Ｄ
二
﹈
の
Ｄ
群
二
点
（
以
下
、
狛
家
本
）
に
は
、
末
尾
に
「
右
二
通
丹
波

柏
原
狛
忠
雄
氏
所
蔵
」
と
い
う
補
註
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
原
本
は
丹
波
柏
原

藩
の
織
田
家
に
仕
え
た
狛
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
狛
家

文
書
は
小
林
家
に
多
く
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
織
田
家
へ
の
仕
官
に
あ
た
っ
て

同
家
と
の
由
緒
を
示
す
信
長
朱
印
状
﹇
２３
Ｄ
一
﹈
と
信
長
黒
印
状
﹇
２４
Ｄ
二
﹈

は
狛
家
が
所
持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
狛
文
書
に
含
ま
れ
る
信
長

黒
印
状
写
﹇
２４
Ａ
一
五
﹈
に
は
、
狛
家
か
ら
﹇
２４
Ｄ
二
﹈
を
一
時
的
に
預
か
っ

た
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
写
し
た
旨
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
七
月
に
影
写
さ
れ
た
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
の
酒
井
宇
吉
氏
所
蔵
文
書
影
写
本
の
う
ち
、
九
丁
か
ら
一
九
丁
に
か

け
て
ま
と
め
て
写
さ
れ
る
﹇
１３
Ｅ
一
﹈
か
ら
﹇
１５
Ｅ
一
〇
﹈
ま
で
の
Ｅ
群
一
〇

点
（
以
下
、
酒
井
本
）
も
狛
家
文
書
で
あ
る
。
狛
家
文
書
は
、
上
述
の
よ
う
に

狛
家
と
小
林
家
に
分
置
さ
れ
て
い
た
が
、
酒
井
本
は
も
と
も
と
小
林
家
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
狛
新
三
郎
宛
て
細
川
勝
元
書
状

﹇
４
Ｅ
三
﹈
の
包
紙
が
﹇
４
Ａ
一
七
﹈
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
織
田
家
に
仕
官
し
た
後
の
狛
家
は
信
長
に
関
す
る
わ
ず
か
な
文
書
の
み
を

所
持
し
、
そ
れ
以
外
は
全
て
小
林
家
に
預
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

念
の
た
め
に
述
べ
て
お
く
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
小
林
文
書
謄
写
本

に
は
﹇
１２
Ａ
六
﹈
の
よ
う
な
写
し
そ
び
れ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｅ
群
一
〇
点
を

丸
々
見
落
と
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
包
紙
の
み
の
状
態
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
﹇
４
Ａ
一
七
﹈
は
除
外
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
見
落
と
し
は
わ
ず
か
一
点
の
み
と
み
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

酒
井
本
の
流
出
時
期
を
推
し
量
る
に
あ
た
っ
て
着
目
し
た
い
の
は
、
Ｅ
群
の

末
尾
に
あ
た
る
﹇
１０
Ｅ
七
﹈
か
ら
﹇
１５
Ｅ
一
〇
﹈
ま
で
の
四
点
で
あ
る
。
こ
れ

ら
四
点
は
一
括
で
成
巻
さ
れ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
な
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
１
】﹇
１０
Ｅ
七
・
１７
Ｅ
八
・
１６
Ｅ
九
・
１５
Ｅ
一
〇
巻
子
装
跋
文
﹈

右
一
巻
者
江
州
佐
々
木
六
角
殿
連
枝
、
六
角
箕
作
定
頼
・
同
義
賢
・
同
義

弼
等
三
代
之
感
状
、
所
可
為
永
珍
者
乎
、

（
政
隆
）

椿
井
應
龍
子
（
花
押
）

こ
の
跋
文
か
ら
、
六
角
氏
が
差
出
の
も
の
に
限
定
し
て
椿
井
政
隆
が
成
巻
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
以
外
の
酒
井
本
六
点
も
椿
井
政
隆
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
に
掲
載
さ
れ
る
狛
家
系
図
に

（
義
賢
）

も
、
狛
治
部
大
輔
（
狛
修
理
進
元
綱
）
の
部
分
に
「
六
角
承
禎
入
道
感
状
ア

リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹇
１６
Ｅ
九
﹈
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
椿
井
政
隆
は
「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
を
作
成
す
る
前
に
酒
井
本
に
接

し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
に
写
さ
れ
る

狛
文
書
は
謄
写
本
と
ほ
ぼ
共
通
し
、
酒
井
本
は
一
切
含
ま
れ
な
い
。

以
上
の
状
況
か
ら
推
測
す
る
に
、
椿
井
政
隆
は
狛
家
文
書
を
調
査
す
る
に
あ

た
っ
て
、
狛
氏
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
重
要
な
も
の
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
に

二
分
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
重
要
な
も
の
の
み
が
「
狛
左
馬
亮
殿
古
書

写
」
に
写
さ
れ
、
小
林
家
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
重
要
で

は
な
さ
そ
う
な
も
の
は
「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
に
写
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
椿
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Ｆ
保
阪
本

斎
藤
本

Ｅ
酒
井
本

椿
井
家
蔵

Ｂ
歴
博
本

Ａ
狛
文
書

Ｃ
謄
写
本

小
林
家
蔵

Ｄ
狛
家
本

狛
家
文
書

井
政
隆
の
手
元
に
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林
家
の
承
諾
な
く
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
た
の
な
ら
ば
、
狛
家
の
系
図
に
「
六
角
承
禎
入
道
感
状
ア
リ
」
と

記
す
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
椿
井
政
隆
が
親
戚
た
る
小
林
家
と
親

（

）

し
く
し
て
い
た
こ
と
は
、
小
林
家
住
宅
を
描
い
た
絵
図
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、
小
林
家
承
諾
の
も
と
で
狛
家
文
書
の
一
部
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
椿
井
政
隆
が
所
持
し
て
い
た
文
書
群
は
質
入
れ
先

の
今
井
家
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
に
流
出
し
た
と
み

ら
れ
る
。

酒
井
本
同
様
に
、
謄
写
本
や
「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
に
み
ら
れ
な
い
狛
家

文
書
、
つ
ま
り
椿
井
家
が
所
蔵
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
他
に
も
確
認

で
き
る
。
そ
れ
は
、
斎
藤
献
氏
所
蔵
文
書
と
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書
に
含
ま
れ

る
柴
田
勝
家
書
状
﹇
３１
Ｆ
一
﹈（
以
下
、
保
阪
本
〔
斎
藤
本
〕）
で
あ
る
。
前
者

の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
は
明
治
二
二
年
五
月
影
写
、
後
者
は
昭
和
一

二
年
二
月
影
写
な
の
で
、
明
治
前
期
に
は
す
で
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
所
蔵
者
の
遍
歴
も
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
伝
来
過
程
を
整
理
す
る
と
【
図
１
】
の
よ
う
に
な
る
。

２

前
期
の
狛
氏

狛
氏
の
出
自
は
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
渡
来
系
の
高
麗

氏
と
結
び
付
け
る
見
方
も
あ
る
。
例
え
ば
先
述
の
小
西
氏
は
、
渡
来
系
の
南
都

楽
人
狛
氏
と
そ
の
系
譜
を
引
く
槙
島
惣
官
家
に
、
狛
野
荘
の
狛
氏
を
並
べ
て
分

析
し
て
い
る
。
小
西
氏
は
、
両
狛
氏
を
同
族
だ
と
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
結
果
と
し
て
狛
野
荘
の
狛
氏
の
分
析
が
楽
人
狛
氏
の
先
行
研
究
と
し
て

（

）

扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
狛
野
荘
と
い
う
地
名
の
語
源
は
高
麗
に
求
め
ら
れ
る

が
、
他
所
か
ら
来
て
狛
野
荘
に
土
着
し
た
山
城
国
人
が
地
名
を
名
字
と
し
た
可

能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

狛
氏
の
確
実
な
初
見
は
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
で
、
大
和
の
般
若
寺
坂
辺

（

）

に
お
け
る
合
戦
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）
の
記
録
に
、
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
に
椿
井
一
門
の
高
林
氏

（

）

と
狛
氏
が
対
峙
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
よ
り
狛
野
荘

に
根
付
い
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

応
仁
・
文
明
の
乱
に
あ
た
っ
て
狛
氏
は
東
軍
に
つ
き
、
細
川
勝
元
に
近
づ
い

て
い
っ
た
こ
と
は
﹇
２
Ａ
一
﹈
や
﹇
３
Ｂ
一
﹈
な
ど
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
酒

井
本
に
は
、
そ
の
時
期
で
未
紹
介
の
も
の
が
さ
ら
に
二
点
含
ま
れ
る
。

【
史
料
２
】﹇
１
Ｅ
二
﹈

（
陣
）

去
廿
六
日
於
宇
治
出
陳
之
由
、
注
進
到
来
候
、
尤
以
神
妙
之
至
候
、
申
合

（
光
宣
）

成
身
院
、
弥
可
抽
戦
功
候
也
、
謹
言
、

（
文
明
元
年
）

（
細
川
）

十
月
廿
九
日

勝
元
（
花
押
）

（
秀
）

狛
山
城
守
殿

【
図
１
】
狛
家
文
書
の
伝
来

１７ 山城国人狛氏と一族の地域的展開



（
成
身
院
）

【
史
料
２
】
は
、
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
一
〇
月
二
六
日
の
「
光
宣
法
印

辰
下
剋
出
陣
、
為
令
発
向
法
性
寺
、
引
率
当
国
衆
徒
・
国
民
等

山
城
国
人

（
槙
）

（

）

了
、
今
日
可
著
宇
治
蒔
嶋
館
」
と
い
う
出
来
事
と
内
容
が
合
致
す
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
こ
で
の
「
山
城
国
人
」
に
狛
秀
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き

る
。
宇
治
に
出
陣
し
た
筒
井
順
弘
の
弟
で
あ
る
成
身
院
光
宣
に
従
っ
て
い
る
よ

う
に
、
狛
家
は
大
和
の
筒
井
家
と
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

【
史
料
３
】﹇
４
Ｅ
三
﹈

去
月
十
六
日
下
狛
敵
城
責
落
時
致
忠
節
之
由
、
大
将
注
進
候
、
尤
以
神
妙

弥
可
抽
戦
功
候
也
、
謹
言
、

（
文
明
四
年
）

（
細
川
）

十
一
月
十
七
日

勝
元
（
花
押
）

狛
新
三
郎
殿

【
史
料
３
】
は
、
文
明
四
年
一
〇
月
一
六
日
の
「
今
暁
筒
井
律
師
率
大
勢
寄

（
狛
）

事
於
徳
政
発
向
、
木
津
進
発
之
由
相
触
之
、
不
遷
時
剋
打
寄
下
伯
之
大
北
之
城

（
落
）

（

）

而
、
大
内
代
官
杉
十
郎
責
洛
之
」
と
い
う
出
来
事
と
内
容
が
合
致
す
る
。
こ
の

と
き
西
軍
の
大
内
勢
に
落
と
さ
れ
た
下
狛
の
大
北
城
は
、
後
述
す
る
大
北
氏
の

本
拠
で
あ
っ
た
。

右
の
合
戦
の
翌
日
に
は
、
狛
氏
か
ら
細
川
勝
元
に
対
し
て
﹇
３
Ｂ
一
﹈
の
軍

忠
状
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
の
狛
家
当
主
は
「
山

城
守
」
の
受
領
名
で
、
諱
は
「
秀
」
の
一
字
名
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

狛
秀
自
身
の
ほ
か
狛
五
郎
右
衛
門
尉
・
狛
三
郎
左
衛
門
尉
・
御
牧
三
郎
と
中
間

の
軍
忠
を
報
告
し
て
い
る
。
狛
新
三
郎
は
狛
秀
の
子
息
で
、
文
明
一
五
年
に
戦

（

）

没
し
た
人
物
で
あ
る
。【
史
料
３
】
に
よ
る
と
、
新
三
郎
の
軍
忠
は
「
大
将
」

が
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狛
氏
の
軍
事
編
成
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
当
主
と
し
て
狛
秀
が
狛
野
荘
に
い
る
の
に
対

し
て
、
狛
新
三
郎
は
細
川
京
兆
家
に
出
仕
し
て
勝
元
に
よ
り
近
い
立
場
で
働
い

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
狛
左
馬
亮
殿
古
書
写
」
に
所
収
さ
れ
る
狛
家

系
図
で
あ
る
。
こ
れ
の
内
容
は
か
な
り
疑
わ
し
い
が
、
狛
野
荘
の
狛
氏
を
渡
辺

党
の
末
流
と
す
る
点
に
は
留
意
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
字
名
と
い
う
と
渡
辺

党
が
想
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
椿
井
政
隆
が
作
成
し
た
系
図
で
は
、
狛
山
城

守
に
該
当
す
る
人
物
の
諱
を
「
秀
盛
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
歴
代
の
諱
を
二
字

と
し
て
お
り
、「
秀
」
と
い
う
一
字
名
を
用
い
た
こ
と
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

渡
辺
党
と
す
る
何
ら
か
の
根
拠
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

渡
辺
党
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
山
城
国
人
の
狛
氏

は
渡
来
系
で
は
な
く
源
氏
の
系
統
で
、
地
名
を
名
字
と
し
て
用
い
た
と
い
う
こ

（

）

と
に
な
る
。
ま
た
、
楽
人
の
諱
は
二
字
な
の
で
、
各
地
に
い
る
狛
氏
が
一
字
名

で
あ
れ
ば
、
狛
野
荘
の
狛
氏
か
ら
分
流
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

る
。
そ
の
逆
に
、
狛
一
族
が
渡
辺
党
だ
と
す
る
と
、
二
字
名
で
あ
れ
ば
同
族
で

は
な
い
と
も
判
断
し
う
る
。
例
え
ば
、﹇
３
Ｂ
一
﹈
の
軍
忠
状
で
は
狛
秀
と
名

字
が
記
さ
れ
な
い
「
政
長
」
が
連
署
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
も
と
に
「
狛
左

馬
亮
殿
古
書
写
」
所
収
の
系
図
で
は
狛
山
城
守
秀
盛
の
弟
が
政
長
と
さ
れ
て
い

る
が
、
二
字
名
の
人
物
は
狛
一
族
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
名
字
を
記
す
必

要
性
が
低
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
政
長
の
名
字
は
御
牧
と
み
る
の
が
穏
当
か
と
思

わ
れ
る
。
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以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
渡
辺
党
た
る
狛
氏
が
狛
野
荘
に
進
出
し
て
き
た

背
景
に
つ
い
て
推
測
し
て
お
く
。
狛
野
荘
と
同
様
に
木
津
川
沿
い
で
す
ぐ
北
に

位
置
す
る
東
大
寺
領
玉
井
荘
で
は
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
渡
辺
党
の

「
源
昵
」
が
下
司
職
に
補
任
さ
れ
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
に
は
子
息
の
法

（

）

師
丸
に
そ
の
立
場
が
譲
ら
れ
て
い
る
。
昵
の
補
任
は
住
人
の
狼
藉
を
鎮
め
る
た

め
で
あ
っ
た
と
い
い
、
そ
の
武
力
を
期
待
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
直
前
の
治

（

）

承
五
年
（
一
一
八
一
）
に
下
司
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
「
源
守
」
も
、
一
字
名

な
の
で
渡
辺
党
の
者
で
あ
ろ
う
。
玉
井
荘
の
下
司
職
は
結
果
的
に
渡
辺
党
に
は

（

）

引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
が
、
同
様
の
形
で
渡
辺
党
の
者
が
狛
野
荘
の
下
司
職
に

就
い
た
可
能
性
は
十
分
に
想
定
し
う
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
昵
が
下
司
職
に
あ
っ
た
時
期
と
重
な
る
建
久
八
年
（
一

一
九
七
）
に
、「
狛
六
郎
」
が
玉
井
荘
の
下
司
職
に
「
如
元
」
補
任
さ
れ
て
い

（

）

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昵
と
狛
六
郎
は
交
互
に
下
司
職
に
就
任
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
狛
六
郎
は
「
源
」
と
は
さ
れ
な
い
の
で
、
渡
辺
党
の
狛
氏
と
は
別

の
一
族
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
宇
治
の
槙
島
惣
官
家
が
楽

人
の
狛
氏
出
身
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
渡
辺
惣
官
家
と
槙
島

惣
官
家
の
両
勢
力
が
、
競
い
合
う
よ
う
に
荘
官
と
し
て
木
津
川
沿
い
に
進
出
し

て
い
た
様
相
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（

）

な
お
、
狛
秀
は
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
四
月
一
六
日
に
没
す
る
。
そ
の
た

め
、
狛
家
の
本
領
は
明
応
八
年
に
﹇
５
Ａ
二
﹈
の
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
に
て
狛

孫
左
衛
門
尉
に
対
し
安
堵
さ
れ
る
が
、
こ
の
名
は
こ
こ
に
し
か
見
出
せ
な
い
。

永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
は
「
狛
山
城
守
」
の
名
が
み
え
る
の
で
、
そ
れ
ま

（

）

で
に
先
代
の
受
領
名
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
狛
山
城
守
は
細
川

澄
元
に
与
同
し
た
た
め
、
そ
れ
に
勝
利
し
た
細
川
高
国
か
ら
闕
所
処
分
を
受
け

て
い
る
。
こ
れ
以
前
か
ら
狛
野
荘
内
で
は
狛
氏
と
椿
井
氏
が
長
ら
く
対
立
し
て

い
た
の
で
、
高
国
方
に
つ
い
た
椿
井
氏
に
狛
山
城
守
は
追
わ
れ
る
形
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
永
正
八
年
に
四
国
か
ら
上
洛
を
図
っ
た
澄
元
に
狛

（

）

山
城
守
が
与
同
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

３

後
期
の
狛
氏

永
正
一
二
年
（
一
五
一
五
）
ま
で
に
、
狛
吉
三
郎
が
狛
野
荘
で
椿
井
氏
と
共

（

）

存
す
る
よ
う
に
な
る
。
狛
山
城
守
が
細
川
高
国
に
徹
底
抗
戦
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
そ
れ
以
前
の
狛
氏
に
吉
三
郎
を
称
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
や
以
後
に
山

城
守
を
称
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
吉
三
郎
は
山
城
守
と
は
別

系
統
の
狛
氏
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
頃
の
狛
吉
三
郎
は
、
細
川
高
国
の

被
官
と
な
り
、﹇
７
Ａ
七
﹈
に
み
え
る
よ
う
に
京
兆
家
の
有
力
内
衆
で
あ
る
奈

良
元
吉
の
も
と
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。

【
史
料
４
】﹇
８
Ｅ
四
﹈

（
包
紙
上
書
）

「
狛
吉
三
郎
と
の
へ

高
国
」

（
順
光
）

至
和
州
畠
山
式
部
少
輔
為
合
力
、
差
下
軍
勢
候
、
各
申
談
相
催
人
数
、
別

（
元
吉
）

而
抽
忠
節
者
可
褒
美
候
、
猶
奈
良
修
理
亮
可
申
候
、
謹
言
、

（
永
正
一
六
年
）

（
細
川
）

十
月
九
日

高
国
（
花
押
）

狛
吉
三
郎
と
の
へ

こ
こ
か
ら
も
、
狛
吉
三
郎
が
奈
良
元
吉
の
も
と
に
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
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確
認
で
き
る
。
永
正
一
六
年
八
月
に
、
細
川
高
国
は
畠
山
順
光
の
大
和
攻
め
に

（

）

合
力
す
る
よ
う
足
利
義
稙
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ

に
応
じ
た
の
は
【
史
料
４
】
か
ら
一
〇
月
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
新
た
に
判
明

す
る
。
そ
し
て
、
一
〇
月
二
七
日
に
「
和
州
京
勢
大
略
打
死
云
々
」
と
み
え
る

（

）

よ
う
に
大
敗
し
た
。

そ
の
後
、
永
正
一
七
年
に
澄
元
方
の
三
好
之
長
が
上
洛
し
て
く
る
と
、
狛
吉

（

）

三
郎
は
そ
れ
に
同
調
し
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
高
国
勢
が
三
好
之
長
を
殺

害
し
て
澄
元
勢
を
駆
逐
す
る
と
、
狛
野
荘
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
直
後
に
澄
元
は
没
し
て
し
ま
う
が
、
息
子
に
あ
た
る
晴
元
の
軍
勢
は

大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
の
桂
川
合
戦
で
高
国
勢
を
駆
逐
し
、
や
が
て
畿
内
を

掌
握
す
る
。
か
く
し
て
状
況
が
調
う
と
、
そ
れ
以
後
に
狛
氏
も
狛
野
荘
に
還
住

し
た
よ
う
で
あ
る
。

天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
に
細
川
晴
元
の
有
力
内
衆
で
あ
る
三
好
政
長
か

ら
送
ら
れ
た
書
状
﹇
１３
Ｅ
一
﹈
で
は
、
宛
所
が
狛
孫
一
と
な
っ
て
い
る
。
細
川

晴
元
の
被
官
で
高
畠
長
直
の
寄
子
に
あ
た
る
大
角
信
直
と
筒
井
光
就
の
連
署
書

状
﹇
１２
Ａ
六
﹈
も
、
同
じ
く
狛
孫
一
が
宛
所
と
な
っ
て
い
る
。
大
角
信
直
と
筒

井
光
就
の
二
人
が
と
も
に
長
直
の
寄
子
と
い
う
立
場
に
あ
る
時
期
は
、
天
文
一

（

）

〇
年
前
後
に
絞
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
文
一
〇
年
前
後
に
は
狛
孫
一
が
狛
家

の
当
主
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
直
前
の
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
と
い
う
年
紀
の
あ
る
﹇
９
Ａ
三
﹈
の

（
細
川
晴
元
）

筒
井
順
興
書
状
で
は
、
宛
所
が
「
狛
」
の
み
と
な
っ
て
い
る
。「
京
兆
御
出
張

無
御
油
断
候
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
四
国
か
ら
晴
元
が
進
出
し
て
ま
も
な
く

で
、
ま
だ
不
安
定
だ
っ
た
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
﹇
１０
Ｅ
七
﹈
も
、
同
様
に

宛
所
が
「
狛
」
の
み
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
狛
孫
一
が
登
場
す
る
直
前
の

天
文
初
期
ま
で
は
、
幼
少
な
ど
の
理
由
で
狛
氏
に
は
明
確
な
当
主
が
不
在
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

【
史
料
５
】﹇
１１
Ｅ
六
﹈

（
包
紙
上
書
）

「

高
畠
甚
九
郎

（
光
）

狛
孫
一
殿

長
直

御
返
報

」

就
其
表
行
之
儀
、
預
御
状
候
、
殊
仁
体
被
越
申
、
令
披
露
処
、
無
弐
之
御

覚
悟
神
妙
旨
被
成

御
賞
候
、
幸
両
赤
澤
方
被
越
申
条
、
弥
被
相
談
可
被

抽
忠
節
之
旨
、
能
々
心
得
可
申
由
被
仰
出
候
、
恐
々
謹
言
、

十
一
月
廿
九
日

長
直
（
花
押
）

狛
孫
一
殿御

返
報

大
角
信
直
と
筒
井
光
就
の
寄
親
に
あ
た
る
高
畠
長
直
の
書
状
で
あ
る
。
長
直

は
天
文
一
七
年
七
月
の
細
川
邸
御
成
に
あ
た
っ
て
伊
豆
守
の
受
領
名
を
得
て
い

（

）

る
の
で
、
天
文
一
六
年
以
前
に
年
代
が
絞
ら
れ
る
。
高
国
権
力
の
も
と
で
は
狛

吉
三
郎
は
奈
良
元
吉
の
指
揮
下
に
属
し
て
い
た
。
狛
氏
と
対
抗
関
係
に
あ
る
椿

（

）

井
氏
も
元
吉
の
寄
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
晴
元
権
力
下
で
は
、「
両
赤

澤
」
の
軍
事
指
揮
系
統
に
属
し
て
い
る
こ
と
も
【
史
料
５
】
か
ら
は
わ
か
る
。

こ
の
「
両
赤
澤
」
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

大
永
七
年
の
桂
川
合
戦
後
、
狛
氏
は
赤
沢
新
次
郎
と
同
陣
し
て
い
た
と
さ
れ

２０



（

）

（

）

る
。
赤
沢
新
次
郎
は
澄
元
段
階
か
ら
上
洛
戦
を
支
え
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
晴

（
路
）

元
権
力
下
で
京
都
か
ら
奈
良
へ
派
遣
さ
れ
る
勅
使
の
「
城
州
中
□
次
」
に
お
け

る
送
迎
を
担
っ
た
の
は
、
そ
の
後
継
者
と
考
え
ら
れ
る
赤
沢
新
次
郎
で
あ
っ

（

）
た
。
そ
れ
と
は
別
に
、
桂
川
合
戦
後
に
奈
良
に
進
出
し
た
赤
沢
大
和
守
堯
須
な

（

）

（
沢
蔵
軒
宗
益
）

る
人
物
も
い
る
。
彼
は
書
中
で
「
可
為
如
軒
主
之
時
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
沢
蔵
軒
こ
と
赤
沢
朝
経
の
後
継
者
を
自
認
し
て
い
た
。【
史
料
５
】
で
い

う
「
両
赤
澤
」
と
は
こ
の
両
家
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

永
禄
年
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
﹇
１５
Ｅ
一
〇
﹈
と
﹇
１６
Ｅ
九
﹈
に
名
の
み

え
る
狛
治
部
大
夫
は
、
年
齢
を
重
ね
た
狛
孫
一
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
狛
吉
三
郎
が
連
名
で
宛
先
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自

身
の
先
代
に
あ
た
る
吉
三
郎
の
仮
名
を
嫡
子
に
与
え
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
狛
治
部
大
夫
の
初
見
は
天
文
一
八
年
の
江
口
合
戦
直
後
で
、
大
和
の
鷹
山

（

）

氏
へ
宛
て
た
書
状
に
「
狛
治
部
大
夫
光
」
と
署
名
し
て
い
る
。
こ
の
一
例
か
ら

も
、
狛
家
の
歴
代
当
主
は
一
字
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま

た
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
狛
光
は
三
好
長
慶
に
よ
っ
て
闕
所
処
分
と
さ
れ
る

（

）

が
、
そ
こ
で
は
「
狛
孫
一
」
の
呼
称
の
ま
ま
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
孫
一
か
ら
治

部
大
夫
へ
の
改
称
は
天
文
一
八
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
永
禄
一
〇
年
）（
狛
光
）

狛
吉
三
郎
に
宛
て
た
牛
嶋
義
続
書
状
﹇
１９
Ａ
八
﹈
の
文
中
に
「
去
年
御
親
父

預
御
札
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
三
好
家
の
分
裂
を
好
機
と
み
た
狛
光
は
松
永

久
秀
と
結
ぶ
椿
井
家
に
対
抗
し
て
、
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
か
ら
三
好
三

人
衆
と
つ
な
が
り
を
持
ち
始
め
る
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る

﹇
１７
Ｅ
八
﹈
以
降
、
狛
光
の
名
が
宛
所
か
ら
消
え
る
の
で
、
没
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
嫡
子
に
あ
た
る
狛
吉
三
郎
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
の

﹇
２１
Ａ
一
二
﹈
を
初
見
と
し
て
狛
左
馬
進
と
通
称
を
改
め
て
い
る
。
後
述
の
よ

う
に
狛
左
馬
進
は
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
に
三
九
歳
で
没
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
頃
は
二
五
歳
で
あ
る
。

な
お
、
信
長
に
属
し
た
時
期
に
は
「
狛
左
京
亮
」
と
「
狛
左
馬
進
」
の
名
前

が
み
ら
れ
る
が
、
奥
野
高
廣
氏
や
吉
田
ゆ
り
子
氏
は
両
者
を
同
一
人
物
と
捉
え

（

）

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
前
出
の
鎌
田
道
隆
氏
は
別
人
と
み
て
お
り
、
見
解
が

一
致
し
て
い
な
い
。
元
亀
元
年
以
降
、
狛
家
当
主
の
呼
称
は
「
左
馬
進
」
で
一

貫
し
て
お
り
「
狛
左
」
の
事
例
こ
そ
あ
る
も
の
の
「
狛
左
京
亮
」
と
す
る
の
は

唯
一
元
亀
三
年
の
﹇
２３
Ｄ
一
﹈
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
信
長
か
ら
の
最
初
の

コ
ン
タ
ク
ト
と
も
い
え
る
「
狛
左
京
亮
」
と
い
う
宛
所
は
、
誤
記
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
江
戸
後
期
に
狛
孫
左
衛
門
か
ら
小
林
宇
兵
衛
に
送
ら
れ
た
書

状
で
は
「
狛
左
京
亮
綱
吉
」、
ま
た
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
津
藩
藤
堂
家

（
狛
）

に
提
出
し
た
由
緒
書
で
も
「
同
左
京
亮
秀
綱

亦
号
左
馬
進
」
と
さ
れ
、
近
世

（

）

に
は
狛
左
京
亮
で
定
着
し
て
い
た
感
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
織
田
家
に
仕
え

た
狛
家
が
所
持
す
る
の
は
信
長
朱
印
状
と
信
長
黒
印
状
し
か
な
く
、
最
初
の
コ

ン
タ
ク
ト
に
あ
た
る
も
っ
と
も
重
視
す
べ
き
も
の
で
、
鮮
や
か
で
見
栄
え
の
よ

い
朱
印
状
が
「
狛
左
京
亮
」
宛
て
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

狛
左
馬
進
が
天
正
一
二
年
四
月
九
日
に
三
九
歳
で
没
し
た
こ
と
は
、
菩
提
寺

の
西
福
寺
に
伝
わ
る
紙
本
著
色
狛
秀
綱
像
の
賛
文
か
ら
確
実
と
い
え
る
。
し
か

し
、
左
馬
進
の
諱
を
秀
綱
と
す
る
確
実
な
論
拠
は
な
く
、
狛
秀
綱
像
に
江
戸
時
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代
に
な
っ
て
施
さ
れ
た
「
公
名
狛
左
馬
進
源
秀
綱
之
遺
像
也
」
と
い
う
裏
書
が

（

）

論
拠
の
一
つ
と
推
察
さ
れ
る
。
実
際
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
秀
綱
」
と
い
う

認
識
も
み
ら
れ
る
が
、
織
田
家
に
仕
え
た
狛
家
で
は
「
綱
吉
」
と
認
識
さ
れ
て

お
り
、
信
長
に
仕
え
た
狛
家
当
主
の
諱
は
見
解
が
一
致
し
て
い
な
い
。
椿
井
政

隆
が
狛
家
系
図
の
秀
綱
部
分
に
「
天
正
十
二
年
四
月
九
日
卒
、
西
福
寺
画
像
ア

リ
、
三
拾
九
才
、
常
雲
禅
定
門
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
信
長
に
仕
え
た
人

物
を
秀
綱
と
す
る
説
は
、
絵
像
の
裏
書
を
周
辺
の
由
緒
書
類
が
補
強
す
る
形
で

定
着
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

【
史
料
６
】﹇
３３
Ｂ
三
﹈

（
畠
）

﹈
□
作
職
新
立
券
文
事

合
壱
段
者
字
大
竹
と
云

四
至
ハ
東
道

南
地
類

西
道

北
地
類

在
山
城
国
相
楽
郡
上
狛
庄
領
内
斯

右
件
之
畠
者
我
等
久
雖
為
先
祖
相
伝
之
私
領
、
依
有
今
要
用
、
現
米
弐
石

五
斗
仁
限
永
代
於
孫
五
郎
方
へ
売
渡
申
処
実
正
明
白
也
、
於
此
下
地
、
諸

公
事
役
一
粒
一
銭
も
無
之
候
、
若
此
畠
ニ
諸
役
有
者
、
我
等
之
家
ヨ
リ
相

さ
は
き
可
申
候
、
此
下
地
者
一
色
ニ
売
渡
申
者
也
、
万
一
天
下
一
同
之
地

徳
政
行
申
候
共
や
り
申
間
敷
候
、
若
親
類
他
人
違
乱
妨
有
者
我
等
口
入
罷

出
さ
は
き
す
ま
し
可
申
者
也
、
仍
後
日
支
証
文
状
如
件
、

売
主
狛
久
三
郎

天
正
拾
四
年
丙戌
五
月
十
日

秀
（
花
押
）

口
入
上
村
孫
三
郎

長
（
花
押
）

天
正
一
四
年
の
【
史
料
６
】
で
は
、
狛
一
族
の
狛
久
三
郎
が
な
お
「
秀
」
と

い
う
一
字
名
を
用
い
て
い
る
。
口
入
と
し
て
名
が
み
え
る
上
村
孫
三
郎
も

「
長
」
と
い
う
一
字
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
一
族
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
署

名
は
別
の
売
券
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
字
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
は

（

）

確
実
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
中
世
的
な
伝
統
が
残
っ
て
い
る
う
ち
の
狛
家
当
主

は
、
な
お
一
字
名
を
用
い
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

二

摂
津
の
狛
氏

１

川
辺
郡
代
の
狛
氏

木
津
氏
や
田
辺
氏
と
い
っ
た
南
山
城
の
「
山
城
衆
十
六
人
」
と
呼
ば
れ
る
者

た
ち
は
、
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
に
は
摂
津
守
護
で
も
あ
る
細
川
勝
元
か
ら

（

）

扶
持
を
与
え
ら
れ
被
官
と
な
っ
て
い
た
。
狛
氏
も
こ
の
こ
ろ
に
は
勝
元
の
被
官

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
京
兆
家
被
官
た
る
狛
一

族
の
な
か
に
は
摂
津
守
護
代
の
薬
師
寺
家
に
寄
子
と
し
て
属
す
者
も
出
て
く

る
。
そ
の
早
い
事
例
は
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
の
次
の
史
料
で
あ
る
。

（

）

【
史
料
７
】（
丸
数
字
は
筆
者
註
、
以
下
同
）

①当
郡
之
内
南
都
領
東
富
松

浜
郷
之
事
、
任
御
折
紙
之
旨
、
渡
付
者
也
、

此
分
可
被
相
触
状
如
件
、

文
明
三拾月
卅
日

元
宣
判

狛
雅
楽
助
殿

２２



②春
日
社
兼
興
福
寺
領
摂
州
武
庫
・
河
辺
郡
内
武
庫
庄
・
恒
松
村
・
稲
底
村

・
東
富
松
・
浜
郷
・
西
小
屋
・
楊
津
等
事
、
令
遵
行
之
処
、
郡
代
難
渋

云
々
、
太
不
可
然
、
早
可
被
去
渡
南
都
雑
掌
之
状
如
件
、

文
明
三

（
薬
師
寺
）

十
二
月
廿
六
日

元
長
判

森
中
務
丞
殿

斎
藤
与
三
左
衛
門
尉
殿

②
に
よ
る
と
、
す
で
に
こ
れ
以
前
に
摂
津
下
郡
の
武
庫
・
川
辺
二
郡
に
わ
た

る
春
日
社
・
興
福
寺
領
を
手
放
す
旨
が
遵
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
は
そ

の
際
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
武
庫
庄
・
恒
松
村
・
稲
底
村
・
西

（

）

小
屋
は
武
庫
郡
、
東
富
松
・
浜
郷
・
楊
津
は
川
辺
郡
に
属
す
の
で
、
①
は
川
辺

郡
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
①
に
楊
津
の
地
名
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
二
通

に
つ
い
て
の
地
の
文
で
「
富
松
庄
以
下
事
計
略
、
其
次
浜
郷
事
令
申
間
、
守
護

書
下
到
来
」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
富
松
を
め
ぐ
る
案
件
が
主
で
、
そ
の

序
で
浜
郷
以
下
の
名
も
盛
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
、
重
要
度
が
低
か
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
②
に
て
「
郡
代
難
渋
」
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
①
の

差
出
が
郡
代
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
よ
っ
て
、
①
の
宛
所
で
あ
る
狛
雅
楽
助
が

（

）

川
辺
郡
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
課
題
と
な
る
の
は
①
を
発
給
し
た
元
宣
の
立
場
で
あ
る
。
彼
を
薬
師
寺

（

）

元
長
と
同
じ
立
場
の
「
薬
師
寺
元
宣
」
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
か
か
る
人
物
は

存
在
し
な
い
。
①
の
差
出
と
②
の
宛
所
は
守
護
代
と
郡
代
の
間
に
立
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
同
じ
立
場
に
あ
る
の
で
、
今
谷
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
小
守
護

（

）

代
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
今
谷
氏
が
森
中
務
丞
と
元
宣
を
同
一
人

物
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
森
中
務
丞
は
同
じ
く

文
明
三
年
に
摂
津
守
護
代
の
薬
師
寺
元
長
か
ら
摂
津
北
端
の
大
山
崎
に
お
け
る

（

）

検
断
も
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
上
郡
を
担
当
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
断
言
こ
そ
で
き
な
い
も
の
の
斎
藤
与
三
左
衛
門
尉
が
下
郡
の

担
当
で
、
元
宣
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
。

そ
し
て
、
元
宣
は
細
川
勝
元
の
偏
諱
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
京

兆
家
被
官
で
薬
師
寺
元
長
の
寄
子
と
考
え
ら
れ
る
。
②
の
宛
所
二
人
が
「
可
被

去
渡
」
と
元
長
か
ら
敬
語
を
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
京
兆
家
被
官
と
い
う

点
で
元
宣
と
立
場
が
一
致
す
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
元
宣
か

ら
「
可
被
相
触
」
と
敬
語
を
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狛
雅
楽
助
も
京
兆

（

）

家
被
官
で
元
長
の
寄
子
で
あ
ろ
う
。

（

）

【
史
料
８
】

従
守
護
方
之
御
要
脚
人
夫
以
下
事
、
当
寺
之
儀
者
、
自
先
規
無
諸
役
之

（
候
ヵ
）

（
候
而
ヵ
）

段
、
拙
者
郡
代
拘
□
時
茂
、
被
仰
分﹇

﹈無
諸
役
候
、
然
者
野
間
右
兵

衛
方
被
相
尋
之
間
、
当
寺
儀
無
役
之
由
申
候
、
聊
不
可
有
相
違
候
、
恐
々

謹
言
、天文

十
四
巳

狛
美
作
守

三
月
廿
日

頼
（
花
押
）

大
覚
寺

ま
い
る

（
候
ヵ
）

宛
先
の
大
覚
寺
が
存
在
す
る
の
は
川
辺
郡
で
あ
る
。「
拙
者
郡
代
拘
□
時
茂
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
書
状
が
発
給
さ
れ
た
天
文
一
四
年
（
一
五
四

五
）
段
階
に
は
す
で
に
離
職
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
狛
美
作
守
は
自
身
が
か
つ

２３ 山城国人狛氏と一族の地域的展開



て
は
川
辺
郡
の
郡
代
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
頼
」
と
署
名
し

て
お
り
、
や
は
り
一
字
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

２

中
村
氏
か
ら
改
名
し
た
狛
氏

摂
津
の
狛
氏
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
土
佐
で
編
纂
さ
れ
た
「
蠧
簡
集
残
編
」

に
所
収
さ
れ
る
次
の
史
料
も
参
考
と
な
る
。

（

）

【
史
料
９
】

①
（
去
）

（
摂
津
）

（
元
長
）

○
十
七
日
於
尼
崎
合
戦
令
合
力
之
由
、
薬
師
寺
九
郎
左
衛
門
尉
註
進
到
来

候
、
尤
以
神
妙
候
、
向
後
弥
可
被
抽
戦
功
候
、
恐
々
謹
言
、

（
文
明
五
年
）（
十
七
ヵ
）

（
細
川
）

十
二
月
廿
七
日

政
国
（
花
押
影
）

渡
邊中
村
民
部
丞
殿

（
包
紙
上
書
）

「
中
村
民
部
丞
殿

政
国
」

（
補
註
）
「
民
部
丞
ハ
渡
邉
四
郎
三
郎
嫡
子
也
、
民
部
父
子
ハ
中
村
ヲ
唱
ル
也
」

②

（
畠
山
義
就
）

（
摂
津
）

○
去
月
廿
七
日
右
衛
門
佐
寄
来
時
、
於
天
王
寺
打
太
刀
被
疵
候
由
、
寺
町

（
通
賢
）

三
郎
左
衛
門
尉
註
進
到
来
候
、
尤
以
忠
節
之
至
神
妙
候
、
弥
可
被
抽
戦

功
候
也
、
謹
言
、

（
文
明
九
年
）

十
月
七
日

政
国
（
花
押
影
）

中
村
三
郎
殿

（
包
紙
上
書
）

「
中
村
三
郎
殿

政
国
」

（
補
註
）
「
右
二
通
細
川
政
国
之
感
状
也
、
三
郎
ハ
民
部
嫡
子
也
」

③

（
国
盛
）

○
去
十
日
於
池
田
館
合
戦
時
、
伐
入
城
中
太
刀
打
之
由
、
薬
師
寺
岩
千
代

注
進
到
来
、
尤
以
神
妙
弥
可
抽
忠
節
者
也
、
謹
言
、

（
永
正
五
年
）

（
細
川
）

五
月
十
六
日

高
国
（
花
押
影
）

狛
美
作
入
道
と
の
へ

（
包
紙
上
書
）

「
狛
美
作
入
道
と
の
へ

高
国
」

（
補
註
）

コ
マ

「
美
作
入
道
ハ
中
村
三
郎
嫡
子
也
、
美
作
父
子
ハ
狛
ヲ
唱
ル
也
」

④

（
国
盛
）

○
去
十
日
於
池
田
館
合
戦
時
、
伐
入
城
中
太
刀
打
之
由
、
薬
師
寺
岩
千
代

注
進
到
来
、
尤
以
神
妙
弥
可
抽
忠
節
者
也
、
謹
言
、

（
永
正
五
年
）

五
月
十
六
日

高
国
（
花
押
影
）

狛
又
太
郎
と
の
へ

（
包
紙
上
書
）

「
狛
又
太
郎
と
の
へ

高
国
」

（
補
註
）
「
又
太
郎
ハ
美
作
入
道
嫡
子
也
」

（
補
註
）

（
大
）

「
右
二
通
細
川
高
国
之
感
状
也
、
按
高
国
民
部
太
輔
政
春
嫡
男
而
右
京
大

夫
政
元
為
養
子
管
領
職
、
剃
髪
名
二

松
岳
道
永
ト一

、
後
改
二

常
桓
一

、
享
禄

四
年
六
月
於
摂
州
尼
ヶ
崎
自
殺
」

⑤○
就
息
又
太
郎
無
足
儀
、
飯
田
蔵
人
跡
事
可
和
与
之
由
申
下
之
処
、
無
子

細
則
相
渡
之
条
尤
神
妙
候
、
猶
両
人
可
申
候
、
謹
言
、

（
永
正
五
年
ヵ
）

十
二
月
廿
八
日

高
国
（
花
押
影
）

狛
美
作
入
道
と
の
へ

（
包
紙
上
書
）

「
狛
美
作
入
道
と
の
へ

高
国
」

（
補
註
）

（
祐
）

「
右
文
書
五
通
渡
邉
曽
源
次
蔵
、
都
十
一
通
」

①
は
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
一
二
月
七
日
に
尼
崎
で
起
こ
っ
た
細
川
方

（

）

と
大
内
方
の
合
戦
に
伴
う
感
状
で
あ
る
。
②
は
、
文
明
九
年
九
月
二
七
日
に
天

（

）

王
寺
城
に
攻
め
掛
か
っ
て
き
た
畠
山
義
就
勢
を
防
戦
し
た
際
の
感
状
で
あ
る
。

２４



細
川
政
国
は
細
川
典
厩
家
当
主
で
、
文
明
五
年
に
細
川
勝
元
が
没
す
る
と
そ
の

嫡
子
で
幼
少
の
政
元
を
後
見
し
て
い
た
。
①
と
②
は
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
発

給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
国
が
敬
語
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宛
所

の
中
村
氏
は
京
兆
家
被
官
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
細

川
澄
元
と
細
川
高
国
の
間
で
家
督
争
い
が
生
じ
る
と
、
狛
美
作
入
道
・
又
太
郎

父
子
は
高
国
方
に
属
し
た
こ
と
が
③
〜
⑤
か
ら
わ
か
る
。
美
作
守
の
受
領
名
が

共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
天
文
一
四
年
（
一
五
四
五
）
の
狛
頼
は
年
を
重
ね
た
又

太
郎
と
み
ら
れ
る
。

⑤
の
補
註
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
世
に
こ
の
文
書
群
を
所
蔵
し
て
い
た
の

渡
邊

は
土
佐
藩
士
の
渡
辺
家
で
あ
っ
た
。
①
の
宛
所
が
「
中
村
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
家
は
渡
辺
党
と
み
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
①
〜
④
の
補

（

）

註
は
、
こ
の
渡
辺
家
に
伝
わ
る
系
図
に
基
づ
き
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

系
図
に
従
え
ば
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
山
内
家
に
仕
官
し
た
渡
辺
復
が

土
佐
藩
士
と
し
て
の
初
代
に
あ
た
る
。【
史
料
９
】
を
写
し
た
時
期
の
当
主
は

二
代
目
の
祐
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
家
は
近
世
に
入
っ
て
も
一
字
名
を

貫
い
て
い
た
。

系
図
に
よ
る
と
、
中
世
以
来
の
歴
代
当
主
は
渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
実
│
四
郎

（
二
）三郎
│
中
村
民
部
丞
│
三
郎
│
狛
美
作
入
道
│
又
太
郎
│
渡
辺
四
郎
大
夫
正
重

│
三
郎
四
郎
│
善
右
衛
門
│
庄
九
郎
と
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
期
の
善
右
衛
門
は

浪
人
と
な
り
、
庄
九
郎
の
弟
渡
辺
正
が
土
佐
藩
士
の
安
積
家
に
仕
え
、
そ
の
孫

に
あ
た
る
復
が
浪
人
と
な
っ
た
の
ち
山
内
家
に
仕
官
し
た
と
さ
れ
る
。

【
史
料
９
】
の
文
書
部
分
に
不
審
な
点
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、

右
の
系
譜
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
と
、
①
の
中
村
民
部
丞
と
②
の

中
村
三
郎
は
時
期
的
に
近
接
し
て
い
る
の
で
、
父
子
と
み
る
点
に
違
和
感
は
な

い
。
ま
た
、
狛
美
作
入
道
と
狛
又
太
郎
が
父
子
な
の
は
⑤
か
ら
確
実
で
あ
る
。

若
干
引
っ
か
か
る
の
は
、
②
と
③
の
間
に
三
〇
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
名
字
も

変
化
し
て
い
る
中
村
三
郎
と
狛
美
作
入
道
の
関
係
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
村
三

郎
は
仮
名
で
直
前
ま
で
前
当
主
の
民
部
丞
が
健
在
な
の
で
若
年
で
、
狛
美
作
入

道
は
出
家
し
て
お
り
子
息
も
成
人
し
て
い
る
こ
と
か
ら
高
齢
だ
と
す
る
と
、
三

郎
か
ら
美
作
入
道
へ
の
家
督
継
承
も
年
代
的
に
は
大
き
な
矛
盾
は
な
い
。

さ
ら
に
前
後
の
系
譜
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
お
く
。【
史
料
９
】
に
「
都
十

一
通
」
と
あ
る
よ
う
に
、
渡
辺
家
に
は
上
掲
の
も
の
以
外
に
六
通
の
中
世
文
書

が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
五
通
は
南
北
朝
期
の
も
の
で
、
暦
応
四
年
（
一

三
四
一
）
七
月
付
渡
辺
源
四
郎
実
軍
忠
状
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
一
〇
月

二
〇
日
付
渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
宛
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
、
観
応
三
年
七
月
一

六
日
付
渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
宛
足
利
義
詮
軍
勢
催
促
状
、
文
和
二
年
（
一
三
五

三
）
七
月
付
渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
実
軍
忠
状
、
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
九
月

（

）

二
七
日
付
渡
辺
四
郎
二
郎
宛
室
町
幕
府
御
教
書
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
暦
応

四
年
か
ら
観
応
二
年
ま
で
の
間
に
渡
辺
実
が
源
四
郎
か
ら
四
郎
左
衛
門
尉
へ
と

（

）

通
称
を
改
め
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
文
和
二
年
か
ら
応
安
六
年
ま
で

の
間
に
実
か
ら
四
郎
二
郎
へ
家
督
が
継
承
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
し
か

し
、
四
郎
二
郎
か
ら
中
村
民
部
丞
ま
で
は
時
期
が
大
き
く
隔
た
っ
て
お
り
、
親

子
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
系
図
の
こ
の
部
分
は
、
何
世
代
か
隔
て
て
い
る

と
修
正
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ゆ
え
に
、
中
村
を
称
し
始
め
た
時
期
は
不
詳
だ
が
、
土
着
し
て
在
所
名
を
名

字
と
し
て
用
い
た
と
み
る
の
が
順
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
摂
津
下
郡
だ
と
武
庫

郡
中
村
（
兵
庫
県
西
宮
市
）・
菟
原
郡
中
村
（
神
戸
市
中
央
区
）・
八
部
郡
中
村

（
神
戸
市
北
区
）
の
地
名
が
存
在
す
る
が
、
狛
氏
が
郡
代
を
つ
と
め
た
川
辺
郡

中
村
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
が
最
有
力
候
補
か
と
思
わ
れ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
渡
辺
惣
官
家
文
書
に
含
ま
れ
る
「
渡
辺
系
図
」
に
「
摂

津
国
柳
津
・
渡
辺
・
中
村
ヲ
領
ス
」
と
い
う
伝
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
中
村

（

）

源
五
」
と
い
う
一
門
も
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
別
系
統
の
系
図
で
も
、「
中

（

）

村
」
と
号
し
た
人
物
を
確
認
で
き
る
。
系
図
な
の
で
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
柳
津
・
渡
辺
・
中
村
の
三
ヶ
所
が
渡
辺
党
の
重
要
な
拠
点

だ
っ
た
と
い
う
認
識
と
分
流
が
中
村
に
土
着
し
て
そ
の
地
名
を
名
字
に
用
い
た

と
い
う
認
識
は
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
渡

辺
実
以
前
の
時
期
に
あ
た
る
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
に
も
、
渡
辺
党
か
ら
中

（

）

村
千
若
丸
な
る
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
渡
辺
党
の

一
拠
点
に
土
着
し
て
中
村
を
称
し
た
家
は
一
貫
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
断
続

的
に
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

豊
島
郡
を
活
動
拠
点
と
し
た
源
氏
が
渡
辺
津
に
進
出
す
る
こ
と
で
渡
辺
党
が

（

）

展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
豊
島
郡
と
の
境
界
に
位
置
す
る
川
辺

郡
中
村
は
渡
辺
氏
の
拠
点
の
一
つ
に
相
応
し
い
。
先
述
の
よ
う
に
柳
津
も
川
辺

郡
で
、
そ
の
名
の
と
お
り
水
運
の
拠
点
と
考
え
ら
れ
、
渡
辺
党
が
こ
こ
に
展
開

（

）

し
て
い
た
史
料
的
証
左
も
あ
る
。
川
辺
郡
の
中
村
も
猪
名
川
沿
い
に
所
在
す
る

の
で
、
渡
辺
党
が
水
運
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
展
開
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
系
図
の
認
識
は
や
は
り
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
し
て
、
渡
辺
か
ら
中
村
へ
と
改
称
し
た
こ
と
や
右
の
経
過
な
ど
を
踏
ま
え

る
と
、
中
村
家
は
渡
辺
党
と
い
う
点
で
は
狛
家
と
同
族
だ
が
、
狛
家
か
ら
の
分

流
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
狛
美
作
入
道
は
川
辺
郡

と
い
う
地
縁
と
渡
辺
党
と
い
う
同
族
の
由
緒
を
も
っ
て
、
狛
の
名
字
と
川
辺
郡

代
の
跡
職
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
と
想
定
し
う
る
。
⑤
で
武
庫
郡
代
だ
っ
た
飯

（

）

田
蔵
人
助
の
跡
職
も
得
て
い
る
よ
う
に
、
薬
師
寺
長
忠
は
細
川
政
元
を
暗
殺
し

細
川
澄
之
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
高
国
段
階
に
な
る
と
長
忠
の
地
盤
で

あ
る
摂
津
下
郡
の
郡
代
た
ち
は
闕
所
処
分
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

渡
辺
家
に
伝
わ
っ
た
残
る
一
通
の
中
世
文
書
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

（

）

【
史
料

】
譲
状
之

（
耄
）

一
渡
邊
家
之
感
状
、
従
古
来
捴
領
雖
譲
来
、
依
無
自
子
、
及
老
蒙
迄
令
所

持
畢
、
然
所
其
方
渡
邊
之
末
孫
一
族
就
為
捴
領
筋
、
数
年
之
懇
望
其
筋

目
難
黙
止
故
相
譲
者
也
、
自
今
以
後
猶
以
惣
領
江
可
譲
渡
、
至
末
代
若

於
無
自
子
者
、
一
門
之
内
捴
領
筋
可
改
渡
者
也
、
仍
譲
状
如
件
、

永
禄
元
年

渡
邊
四
郎
大
夫

卯
月
十
二
日

正
重
（
花
押
）

渡
邊
三
郎
四
郎
殿
参

（
包
紙
上
書
）

「
渡
邊
三
郎
四
郎
殿

正
重
」

渡
辺
三
郎
四
郎
に
宛
て
ら
れ
た
渡
辺
正
重
の
譲
状
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
正
重
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に
は
自
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
一
族
の
三
郎
四
郎
に
家
伝
文
書
と
家
督
を
譲
っ

た
こ
と
わ
か
る
。
ま
た
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
か
ら
正
重
の
活
動
期
を
逆

算
し
て
想
定
す
る
と
、
年
代
的
に
み
て
狛
頼
か
ら
渡
辺
正
重
へ
家
督
が
譲
ら
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
も
大
き
な
矛
盾
は
な
い
。

正
重
は
狛
と
い
う
名
字
を
捨
て
て
い
る
う
え
、
二
字
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

郡
代
と
し
て
の
狛
氏
の
由
緒
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
前
提
と
な
る
渡
辺
党
の
由
緒
ま

で
軽
視
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
す
で
に
天
文
期
の
狛
頼
は
郡
代
職
を

失
っ
て
い
た
し
、
永
禄
期
に
な
る
と
狛
氏
の
主
家
に
あ
た
る
細
川
家
や
薬
師
寺

家
の
勢
力
は
大
幅
に
後
退
す
る
の
で
、
狛
氏
の
由
緒
を
語
る
意
義
が
希
薄
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
例
も
、
中
村
家
が
狛
家
の
分
流
で
は
な
い
こ
と
の

証
左
と
い
え
る
。

３

永
正
の
錯
乱
と
狛
氏
の
動
揺

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
渡
辺
四
郎
二
郎
と
中
村
民
部
丞
を
父
子
と
み
る
点
を

除
く
と
、
土
佐
藩
士
の
渡
辺
家
に
伝
わ
っ
た
系
譜
に
は
大
き
な
矛
盾
が
な
い
と

思
わ
れ
る
。
狛
美
作
入
道
の
登
場
に
は
や
や
唐
突
の
感
も
あ
っ
た
が
、
狛
一
族

で
は
な
い
者
が
川
辺
郡
代
の
立
場
を
襲
う
た
め
の
方
策
だ
と
み
る
と
納
得
の
い

く
も
の
と
な
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
細
川
政
元
の
暗
殺
に
端
を
発
す
る
永

正
の
錯
乱
前
後
に
お
け
る
狛
氏
の
動
向
を
描
い
て
み
た
い
。

狛
美
作
入
道
が
登
場
す
る
直
前
に
は
、
狛
左
京
亮
な
る
人
物
も
薬
師
寺
長
忠

（

）

に
寄
子
と
し
て
属
し
て
い
た
。
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
に
起
こ
っ
た
薬
師
寺

元
一
の
乱
に
て
、
狛
左
京
亮
は
元
一
に
与
同
せ
ず
薬
師
寺
長
忠
に
従
っ
て
乱
の

鎮
圧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
元
一
自
刃
の
際
に
介
錯
し
た
の
も
狛
左
京
亮
で
あ
っ

（

）
た
。元

一
の
乱
直
後
に
あ
た
る
永
正
元
年
九
月
二
五
日
付
の
薬
師
寺
長
忠
書
状
に

（

）

も
、
取
次
と
し
て
狛
左
京
亮
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
は
、
大
和
今
市
城
の
合
戦

で
父
頼
秀
を
失
っ
た
大
和
の
鷹
山
藤
若
に
対
し
て
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

直
前
に
あ
た
る
九
月
一
四
日
付
の
「
信
」
と
署
名
し
た
書
状
に
よ
る
と
、
頼
秀

は
乱
の
最
中
に
長
忠
へ
音
信
を
送
り
た
い
旨
を
こ
の
書
状
の
発
給
者
に
伝
え
た

よ
う
で
、
そ
れ
に
対
し
て
「
信
」
は
い
ず
れ
長
忠
も
書
状
を
送
る
だ
ろ
う
と
回

（

）

答
し
て
い
る
。
上
述
の
長
忠
書
状
は
そ
の
結
果
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鷹

山
頼
秀
と
長
忠
の
間
を
取
り
持
っ
た
「
信
」
と
は
、
一
字
名
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
狛
左
京
亮
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、「
東
寺
過
去
帳
」
に
は
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
没
す
る

狛
修
理
亮
と
永
正
九
年
頃
に
没
す
る
狛
孫
三
郎
の
父
子
の
名
が
み
え
、
こ
の
一

（

）

族
の
姻
戚
関
係
や
動
向
が
比
較
的
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
狛
修
理
亮
も
薬
師
寺
長
忠
に
従
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
文
亀
三
年

（
一
五
〇
三
）
九
月
二
一
日
付
の
狛
孫
三
郎
摂
津
国
豊
島
郡
垂
水
荘
の
代
官
職

（

）

請
文
で
は
、「
秀
」
と
い
う
一
字
名
で
の
署
名
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
狛
修

理
亮
の
息
子
に
は
狛
秀
だ
け
で
な
く
、
そ
の
弟
で
飯
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
飯

田
四
郎
五
郎
も
い
た
。
こ
の
飯
田
家
が
武
庫
郡
代
家
だ
と
し
た
ら
、
修
理
亮
が

川
辺
郡
代
家
で
、
長
忠
の
も
と
に
お
け
る
郡
代
家
同
士
で
縁
組
が
な
さ
れ
た
可

（
代
）

能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。
事
実
、「
此
奉
行
ハ
郡
司
の
か
た
へ
の
あ
て
所
、
狛

（
孫
）弥三
郎
と
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
狛
秀
は
薬
師
寺
長
忠
の
も
と
に
お
け
る
郡
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（

）

代
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

永
正
四
年
の
永
正
の
錯
乱
に
お
い
て
、
狛
信
や
狛
秀
の
寄
親
に
あ
た
る
薬
師

寺
長
忠
は
、
細
川
政
元
を
暗
殺
し
細
川
澄
之
を
擁
立
し
よ
う
と
す
る
が
、
細
川

澄
元
や
細
川
高
国
ら
に
討
た
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
狛
信
や
狛
秀
は
立
場

に
窮
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
狛
一
族
で
は
な
い
狛
美
作
入
道
が
狛
家
と
川

辺
郡
代
を
継
承
す
る
余
地
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
翌
年
に
は
澄
元
と
高
国
が
対
立
し
、
澄
元
は
京
都
を
追
わ
れ
て
し
ま

う
。「
東
寺
過
去
帳
」
に
よ
る
と
、
狛
秀
は
こ
の
と
き
高
国
方
に
抗
っ
た
と
さ

れ
る
。
狛
信
も
姿
を
消
す
こ
と
か
ら
、
本
家
で
あ
る
狛
野
荘
の
狛
山
城
守
を
始

め
と
し
て
、
狛
一
族
は
結
束
し
て
澄
元
方
に
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
高

国
の
治
世
下
で
は
狛
一
族
は
一
掃
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
狛
一
族
出
身
で
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
狛
美
作
入
道
の
地
位

は
揺
る
が
ぬ
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
永
正
一
二
年
に
川
辺

（
狛
）

郡
潮
江
荘
の
下
代
官
を
つ
と
め
る
「
駒
」
も
、
狛
又
太
郎
あ
た
り
で
あ
る
可
能

（

）

性
が
高
い
。
な
お
、
高
国
方
に
抗
っ
た
狛
秀
は
「
東
寺
過
去
帳
」
に
よ
る
と
永

正
九
年
頃
に
没
し
た
よ
う
だ
が
、
狛
秀
の
子
孫
に
つ
い
て
は
記
録
し
て
い
な

い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
。

三

狛
一
族
の
地
域
的
展
開

１

近
江
守
護
六
角
氏
の
被
官

村
井
祐
樹
氏
は
六
角
家
中
に
お
け
る
狛
氏
の
出
自
を
不
明
と
し
、
こ
の
家
と

狛
治
部
大
夫
・
吉
三
郎
の
関
係
に
つ
い
て
も
不
明
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
谷

和
之
氏
は
、
狛
治
部
大
夫
・
吉
三
郎
を
近
江
国
内
の
人
物
と
捉
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
六
角
家
中
に
も
狛
氏
が
存
在
す
る
た
め
、
狛
治
部
大
夫
と
狛
吉
三

郎
も
そ
の
関
係
で
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
正
し
く
は
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
通
り

狛
野
荘
を
拠
点
と
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
六
角
家
と
狛
野
荘
の
狛
氏
が
書
状

の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
角
家
中
の
狛
氏
も
狛
野
荘
を
出
自
と

し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
本
節
で
は
そ
の
点
を
検
討
し
て
お
く
。

永
正
一
一
年
（
一
五
一
四
）
に
六
角
高
頼
の
も
と
で
沙
々
貴
神
社
の
造
立
奉

行
を
つ
と
め
る
「
狛
式
部
丞
頼
□
」
が
、
六
角
家
中
に
お
け
る
狛
氏
の
初
見
で

（

）

あ
る
。
こ
れ
は
沙
々
貴
神
社
に
伝
わ
っ
た
棟
札
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、

棟
札
の
現
物
は
失
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
現
物
が
残
さ
れ
て
い
な
い
天
文
二
三

年
（
一
五
五
四
）
の
棟
札
に
は
、
修
理
奉
行
と
し
て
「
狛
忠
左
衛
門
尉
□
高
」

（

）

の
名
が
み
え
る
。
い
ず
れ
も
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
発
行
の
『
近
江
蒲
生

郡
志
』
に
よ
る
翻
刻
だ
が
、
諱
な
の
で
二
字
名
で
あ
る
と
い
う
先
入
観
が
働
い

て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
事
実
、「
狛
丹
後
守
定
」
を
「
狛
丹
後
守

（

）

定
□
」
と
翻
刻
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
狛

頼
・
狛
高
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
か
ら
活
動
が
確
認
で
き
る
狛
修
理
亮
頼
は
、
六
角

（

）

定
頼
に
重
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
二
代
続
け
て
同
じ
諱
と
い
う

の
も
違
和
感
が
あ
る
の
で
、
永
正
一
一
年
の
狛
頼
と
同
一
人
物
と
み
て
お
き
た

い
。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、「
頼
」
の
一
字
名
は
高
頼
か
ら
得
た
こ
と
に
な
る
。

（

）

天
文
六
年
以
降
、
狛
頼
は
丹
後
守
の
受
領
名
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
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そ
れ
と
並
行
し
て
、
後
継
者
と
み
ら
れ
る
狛
修
理
亮
の
活
動
が
天
文
八
年
か

（

）

ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
の
諱
は
定
頼
か
ら
得
た
と
考
え
ら
れ
る
「
定
」

（

）

で
あ
っ
た
。
通
常
な
ら
ば
主
人
の
諱
の
下
の
字
を
貰
い
受
け
る
が
、
そ
れ
だ
と

父
と
同
じ
諱
に
な
る
の
で
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
例
も
、
永
正
一
一
年

の
狛
頼
と
大
永
八
年
の
狛
頼
を
同
一
人
物
と
み
る
根
拠
と
な
る
。
そ
し
て
定

（

）

も
、
永
禄
後
期
か
ら
丹
後
守
を
称
す
る
よ
う
に
な
る
。

（

）

例
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
と
も
に
後
継
者
の
狛
修
理
亮
賢
が
登
場
す
る
。「
賢
」

の
一
字
名
は
六
角
義
賢
か
ら
得
た
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
一

字
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
角
家
中
の
狛
氏
も
狛
野
荘
に
出
自
が
求
め
ら
れ

（

）

る
。
こ
の
狛
賢
に
は
右
兵
衛
尉
と
い
う
兄
弟
が
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

狛
野
荘
の
狛
氏
に
宛
て
ら
れ
た
﹇
１０
Ｅ
七
﹈
の
六
角
定
頼
書
状
は
、
末
尾
に

（
狛
頼
）

「
猶
修
理
亮
可
申
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
狛
頼
が
取
り
次
い
で
い
る
。
名
字
を

記
さ
な
い
点
か
ら
狛
野
荘
の
狛
氏
と
六
角
家
中
の
狛
氏
は
同
族
で
あ
る
こ
と
が

窺
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
に
天
文
初
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

狛
治
部
大
夫
・
同
吉
三
郎
に
宛
て
ら
れ
た
﹇
１６
Ｅ
九
﹈
の
六
角
義
賢
書
状

（
狛
）

も
、
末
尾
に
「
猶
孫
三
郎
可
申
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
狛
一
族
が
取
り
次
い
で（

狛
）

い
る
。
狛
吉
三
郎
に
宛
て
ら
れ
た
﹇
１７
Ｅ
八
﹈
の
六
角
義
賢
書
状
も
、「
尚
三

郎
兵
衛
尉
可
申
候
」
と
み
え
る
よ
う
に
同
様
で
あ
る
。

こ
の
二
通
の
年
次
比
定
に
あ
た
っ
て
は
、
六
角
家
中
で
永
禄
年
間
に
起
こ
っ

た
次
の
訴
訟
一
件
が
参
考
に
な
る
。
後
藤
高
治
が
自
身
の
寺
庵
で
あ
る
芦
浦
安

国
寺
を
質
物
に
進
藤
賢
盛
か
ら
借
銭
を
し
た
と
こ
ろ
、
質
流
れ
と
称
し
て
賢
盛

（

）

が
質
物
を
掠
め
取
る
と
い
う
一
件
が
起
こ
っ
た
。
し
か
も
、
賢
盛
の
安
国
寺
獲

得
に
対
し
て
六
角
義
賢
も
お
墨
付
き
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
高
治
か
ら
相
談
を

受
け
た
親
類
衆
は
質
流
れ
の
撤
回
を
求
め
て
、
義
賢
の
側
近
に
あ
た
る
狛
孫
三

郎
に
宛
て
て
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
四
月
三
日
付
で
連
署
状
を
送
付
し
て

（

）

い
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
、
後
藤
高
治
は
「
親
類
衆
江
有
様
申
渡
、
加
談
合

候
処
、
以
連
署

大
御
屋
形
様
江
、
狛
三
郎
兵
衛
方
シ
テ
被
申
上
候
、
則
被
仰

（

）

出
御
返
事
之
趣
在
之
」
と
記
す
。「
狛
三
郎
兵
衛
殿
返
事
之
趣
候
」
や
「
狛
三

（

）

郎
兵
衛
尉
方
返
札
も
候
」
と
も
み
え
る
よ
う
に
、
狛
孫
三
郎
へ
送
っ
た
書
状
の

回
答
は
、
狛
三
郎
兵
衛
尉
名
義
で
返
っ
て
き
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
狛
孫
三
郎
は
ち
ょ
う
ど
永
禄
一
〇
年
に
三
郎
兵
衛
尉
へ
と
改
称
し
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、﹇
１６
Ｅ
九
﹈
が
永
禄
九
年
以
前
、﹇
１７
Ｅ
八
﹈
が
永
禄
一
〇
年
以

（
九
月
）

降
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。﹇
１６
Ｅ
九
﹈
は
「
去
月
廿
六
日
入
庄
」
の
報

告
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
永
禄
九
年
九
月
二
五
日
に
筒
井
順
慶
が
奈
良
に
入

（

）

部
し
て
い
る
の
で
、
常
に
連
携
し
て
き
た
狛
氏
も
そ
の
勢
い
に
乗
じ
て
狛
野
荘

（
五
月
）

に
入
部
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
の
﹇
１７
Ｅ
八
﹈
は
、「
去
十
三
日
合

戦
之
儀
」
の
報
告
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。
永
禄
一
〇
年
四
月
に
三
好
義
継
を

擁
し
て
松
永
久
秀
が
大
和
の
多
聞
山
に
入
城
す
る
と
、
そ
れ
を
追
う
よ
う
に
三

好
三
人
衆
勢
も
大
和
に
入
国
し
て
筒
井
順
慶
と
合
流
し
、
奈
良
周
辺
で
し
ば
ら

（

）

く
対
峙
す
る
。
そ
の
と
き
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

﹇
１５
Ｅ
一
〇
﹈
の
六
角
義
弼
書
状
は
、「
義
弼
」
と
署
名
す
る
早
い
事
例
が
永

禄
元
年
六
月
で
、
永
禄
八
年
五
月
に
は
「
義
治
」
と
署
名
す
る
よ
う
に
な
る
こ

（

）

と
か
ら
、
永
禄
元
年
か
ら
永
禄
七
年
の
間
に
比
定
で
き
る
。
永
禄
前
期
に
は
山
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城
狛
氏
の
動
き
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
六
角
氏
か
ら
狛
治
部
大
夫
・
同

吉
三
郎
に
送
ら
れ
た
三
通
は
、
永
禄
七
年
か
ら
一
〇
年
頃
に
集
中
す
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
、
薬
師
寺
長
忠
に
従
っ
て
い
た
の
が
狛
修
理

亮
・
孫
三
郎
父
子
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
六
角
家
中
の

狛
修
理
亮
賢
・
狛
孫
三
郎
の
関
係
と
照
応
す
る
の
で
、
孫
三
郎
↓
修
理
亮
↓
丹

後
守
と
改
称
す
る
の
が
通
例
だ
っ
た
と
想
定
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
正
一

一
年
に
登
場
し
大
永
八
年
に
修
理
亮
の
通
称
で
出
て
く
る
狛
頼
は
、
永
正
九
年

頃
に
没
し
た
狛
孫
三
郎
秀
の
後
継
者
と
み
ら
れ
る
。
永
正
五
年
以
降
、
細
川
高

国
に
抗
っ
た
狛
秀
は
摂
津
に
居
場
所
が
な
く
な
り
、
や
が
て
後
継
者
の
狛
頼
は

六
角
家
に
仕
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

２

山
城
相
楽
郡
下
狛
の
大
北
氏

狛
野
荘
か
ら
み
て
木
津
川
の
対
岸
に
あ
た
る
下
狛
の
大
北
城
を
拠
点
と
し
た

（

）

大
北
氏
も
、「
狛
大
北
加
賀
守
勝
」
と
い
う
署
名
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
、

「
狛
」
を
称
し
て
一
字
名
を
用
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
一
例
の
み
だ
と
、

別
系
統
の
渡
辺
党
が
下
狛
に
入
部
し
て
き
て
、「
狛
」
の
地
名
を
名
字
と
し
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
可
能
性
を
払
拭
す
る
の
も
先
述
の
「
東
寺
過

去
帳
」
で
、
こ
こ
か
ら
は
狛
修
理
亮
の
娘
が
大
北
勝
の
妻
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
。
こ
の
一
例
は
、
大
北
氏
が
狛
野
荘
の
狛
氏
か
ら
分
流
し
た
こ

と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
距
離
を
隔
て
て
い
て
も
狛
一
族
の
結

束
は
残
っ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

下
狛
の
大
北
氏
は
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
を
史
料
上
の
初
見
と
す
る
の

（

）

で
、
そ
れ
以
前
の
成
立
で
あ
る
。
川
辺
郡
代
の
初
見
も
近
い
時
期
で
あ
る
点
に

は
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
応
仁
期
を
大
幅
に
遡
ら
な
い
時
期
に
狛
氏
は
広
く

地
域
的
な
展
開
を
遂
げ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

大
北
氏
は
応
仁
・
文
明
の
乱
で
は
東
軍
に
味
方
し
た
た
め
、
文
明
二
年
（
一

四
七
〇
）
に
西
軍
の
大
内
勢
に
居
城
の
大
北
城
を
奪
わ
れ
、
文
明
九
年
ま
で
西

軍
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。【
史
料
３
】
な
ど
で
狛
氏
が
奮
戦
し
た
の
は
、

一
族
で
あ
る
大
北
氏
が
危
機
に
あ
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
後
、
居
城
を
追
わ
れ
た
大
北
某
は
文
明
三
年
に
狛
野
荘
の
椿
井
新
城

に
籠
城
し
て
戦
う
が
、
こ
こ
で
討
死
す
る
。
狛
野
荘
に
移
っ
た
の
も
、
狛
氏
を

頼
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

大
北
氏
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
は
黒
川
直
則
氏
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る

が
、
狛
野
荘
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
字
名
と
い
う
共

（

）

通
点
を
拾
っ
て
お
き
た
い
。
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
に
没
し
た
大
北
美
濃
守

は
「
秀
」
の
一
字
名
を
称
し
た
。
年
代
か
ら
み
て
、
椿
井
新
城
で
戦
没
し
た
人

物
の
後
継
者
と
考
え
ら
れ
る
。
大
北
秀
の
弟
に
あ
た
り
、
の
ち
に
村
山
の
名
字

と
宗
金
の
法
名
を
称
す
る
大
北
加
賀
守
も
、
先
述
の
よ
う
に
「
勝
」
の
一
字
名

を
用
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
永
禄
後
期
以
降
に
は
松
永
久
秀
方
の
狛
加
賀
守

・
大
喜
多
兵
庫
助
・
亀
介
が
確
認
で
き
る
。
狛
加
賀
守
は
受
領
名
の
一
致
か
ら

大
北
勝
の
後
継
者
と
考
え
ら
れ
る
。
大
喜
多
兵
庫
助
の
系
譜
上
の
位
置
付
け
は

不
明
な
が
ら
、「
大
北
」
と
署
名
す
る
こ
と
も
あ
り
「
清
」
の
一
字
名
を
用
い

（

）

て
い
る
の
で
大
北
一
族
で
あ
る
。
大
喜
多
亀
介
の
一
字
名
は
確
認
で
き
な
い

３０



（

）

が
、
兵
庫
助
と
同
時
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
父
子
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
る
。
同
じ
頃
に
大
和
で
活
動
が
確
認
で
き
る
大
喜
多
権
介
も
、

（

）

「
秀
」
の
一
字
名
を
用
い
る
の
で
同
族
で
あ
ろ
う
。

３

大
和
式
上
郡
狛
村
の
潜
伏
先

こ
こ
ま
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
狛
氏
と
椿
井
氏
は
狛
野
荘
内
で
対
立
を

繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
い
ず
れ
か
が
狛
野
荘
か
ら
没
落
す
る
こ
と
が

ま
ま
み
ら
れ
る
。
熱
田
公
氏
は
、
没
落
し
た
狛
氏
が
潜
伏
し
た
場
所
を
和
束
郷

（

）

な
ど
狛
野
荘
近
辺
の
山
中
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
あ
る

が
、
狛
野
荘
に
再
入
部
す
る
だ
け
の
余
力
を
蓄
え
る
に
は
、
本
稿
で
そ
の
存
在

を
明
ら
か
に
し
た
摂
津
の
一
族
な
ど
を
頼
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
と
関
わ
っ
て
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
狛
山
城
守
が
細
川
高
国
に

闕
所
処
分
と
さ
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
ち
、
そ
れ
と
は
別
系
統
と
考
え
ら
れ
る

狛
吉
三
郎
が
狛
野
荘
に
復
帰
し
た
一
件
を
取
り
上
げ
た
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
摂
津
に
お
い
て
は
狛
美
作
入
道
・
又
太
郎
父
子
が
高
国
方
と
し
て
奔
走
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が
高
国
に
働
き
か
け
て
、
狛
吉
三
郎
を
新
た
な
本

家
と
し
て
擁
立
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
狛
山
城
守
の
還
住
と
い
う
結

果
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
狛
美
作
入
道
が
本
来
は
狛
一
族
で
は
な
く
、
む

し
ろ
狛
山
城
守
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
狛
氏
と
椿
井

氏
は
犬
猿
の
仲
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
永
正
一
二
年
以
降
に
狛
吉
三
郎
が
椿

井
氏
と
狛
野
荘
で
円
滑
に
同
居
し
得
た
の
も
、
椿
井
氏
か
ら
み
て
狛
吉
三
郎
は

「
敵
の
敵
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
狛
山
城
守
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
の
年

紀
を
持
つ
「
狛
村
鎮
守
長
福
寺
由
来
」
と
い
う
大
和
国
式
上
郡
狛
村
に
伝
わ
る

（

）

由
緒
書
が
参
考
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
狛
村
は
も
と
も
と
東
岩
坂
村
と
称

し
て
お
り
山
城
国
人
狛
氏
の
領
地
だ
っ
た
が
、
永
正
四
年
に
狛
山
城
守
が
山
城

か
ら
移
っ
て
き
て
狛
村
に
改
称
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
福
井
藩
主
松
平
忠
昌
の

家
老
と
な
っ
た
狛
孝
澄
は
こ
の
家
の
出
と
も
さ
れ
る
。
由
緒
書
な
の
で
鵜
呑
み

に
は
で
き
な
い
が
、
狛
山
城
守
の
名
称
が
一
致
し
入
部
し
た
時
期
も
大
き
く
矛

盾
し
な
い
点
や
、
孝
澄
と
い
う
実
在
の
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な

い
。戦

国
期
の
当
地
に
は
早
々
に
二
字
名
に
改
め
た
狛
藤
四
郎
実
常
な
る
人
物
も

（

）

い
る
の
で
、
本
稿
で
み
て
き
た
事
例
を
踏
ま
え
る
と
山
城
国
人
狛
氏
の
分
流
が

狛
村
に
も
と
も
と
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
長
ら
く
興
福
寺

に
仕
え
て
き
た
狛
山
城
守
は
、
各
地
に
い
る
一
族
の
う
ち
も
っ
と
も
馴
染
み
の

あ
る
大
和
を
選
ん
で
当
地
に
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
各
地
に
展
開
す
る
狛

家
の
本
家
と
い
う
家
格
の
高
さ
ゆ
え
に
、
福
井
藩
の
家
老
と
な
れ
た
と
み
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
場
合
、
孝
澄
が
二
字
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
家
断
絶

後
に
大
和
の
狛
氏
が
本
家
を
僭
称
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

右
の
推
測
を
裏
付
け
る
一
例
が
あ
る
。
永
正
一
六
年
に
四
国
に
い
た
細
川
澄

元
は
三
度
目
の
上
洛
戦
を
始
め
る
。
こ
の
と
き
、
大
和
の
吉
野
に
潜
伏
し
て
い

た
畠
山
義
英
も
澄
元
と
連
携
を
結
ん
で
い
た
。
そ
の
一
環
で
摂
津
兵
庫
で
澄
元

勢
を
待
ち
受
け
て
い
た
義
英
の
有
力
内
衆
で
あ
る
遊
佐
英
盛
は
、「
狛
孫
」
な
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（

）

る
人
物
を
介
し
て
吉
野
郡
小
川
の
義
英
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
狛
村
は
小
川

か
ら
大
和
盆
地
に
出
る
途
上
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
狛
孫
」
は
先

代
に
倣
っ
て
狛
孫
左
衛
門
尉
を
称
し
た
山
城
守
の
嫡
子
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。以

上
の
よ
う
に
狛
野
荘
の
狛
家
が
二
系
統
に
分
か
れ
た
と
措
定
す
る
と
、
明

応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
﹇
５
Ａ
二
﹈
以
前
の
文
書
群
は
狛
山
城
守
の
系
統
に

残
る
べ
き
も
の
な
の
で
、
小
林
家
に
伝
わ
っ
た
理
由
を
別
途
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
狛
山
城
守
の
系
統
が
菩
提
寺
の
西
福
寺
な
ど

に
預
物
を
し
て
い
た
文
書
群
と
以
後
の
狛
家
文
書
が
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
合

成
さ
れ
た
と
み
て
お
き
た
い
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
狛
家
文
書
の
全
体
像
を
示
し
た
う
え
で
、
山
城
国
人
狛
家
の
歴

代
当
主
の
名
前
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
出
自
が
渡
辺
党
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
一
字
名
を
手
が
か
り
に
一
族
の
地
域
的
展
開
を

復
元
的
に
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
摂
津
の
狛
氏
が
狛
野
荘
か
ら
の
分
流
で
あ

る
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
て
、
近
江
の
狛
氏
は
さ
ら
に
そ
の
分
流

で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
下
狛
に
分
流
し
た
大
北

氏
や
大
和
の
狛
に
潜
伏
し
た
狛
本
家
の
姿
も
確
認
し
た
。
さ
ら
に
は
、
本
来
は

狛
一
族
で
は
な
い
渡
辺
党
の
中
村
氏
が
川
辺
郡
代
の
立
場
を
継
承
す
る
べ
く
、

狛
氏
を
称
し
始
め
た
こ
と
も
示
し
た
。
そ
の
新
た
な
狛
氏
が
狛
吉
三
郎
を
本
家

の
当
主
に
擁
立
し
た
た
め
、
大
和
に
潜
伏
し
て
い
た
本
来
の
狛
家
当
主
が
還
住

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
広
い
視
野
で
狛
一
族
の
所
見
を
集
め
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
渡
辺
党
の
地
域
的
な
拡
大
の
様
子
を
示
す
こ
と
が
で

き
た
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
摂
津
の
狛
氏
と
大
北
氏
と
い
う
狛
氏
の
分
流
同
士

で
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
や
澄
元
方
と
し
て
結
束
し
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
単
に
地
域
的
に
拡
大
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維

持
さ
れ
て
い
た
と
も
想
定
し
う
る
。
狛
氏
が
た
び
た
び
狛
野
荘
に
復
帰
す
る
の

も
、
こ
う
し
た
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し

て
戦
国
の
抗
争
を
み
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
狛
氏
の
一
族
関
係
を
【
図
２
】
に
示
し
て

擱
筆
す
る
。
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左
源
太

柳
助
四
郎
兵
衛

熊
助
條

曽
源
次

官
右
衛
門

治
平
祐

曽
源
次

小
藤
次

復

源
左
衛
門

直

善
右
衛
門

某

三
郎
四
郎

某

四
郎
大
夫

正
重

美
作
守

又
太
郎

頼

美
作
入
道

某

三
郎
某

民
部
丞

某
（
中
村
）

庄
九
郎

某
（
阿
波
）

四
郎
二
郎

某

四
郎
左
衛
門
尉

源
四
郎

実
（
渡
辺
）

左
京
亮

信

（
薬
師
寺
長
忠
取
次
）

右
兵
衛
尉

某

三
郎
兵
衛

孫
三
郎

某

修
理
亮

賢

丹
後
守

修
理
亮

定

孫
三
郎

秀

修
理
亮

某

丹
後
守

修
理
亮

式
部
丞

頼
（
近
江
）

雅
楽
助

某
（
川
辺
郡
代
）

亀
介
某

兵
庫
助

清

道
通
某

源
三
郎

某

美
濃
守

秀

某
（
大
北
）

伊
勢
守

孝
澄

山
城
守

孫
左
衛
門
尉

某

孫
左
衛
門
尉

某
（
大
和
）

山
城
守

秀
（
狛
野
荘
）

曽
右
衛
門

正
（
土
佐
）

四
郎
五
郎

某
（
飯
田
）

権
介
秀

加
賀
守

某

吉
三
郎

左
馬
進

某

孫
一

治
部
大
夫

光

吉
三
郎

某

新
三
郎

某宗
金
加
賀
守

勝
（
村
山
）

女

【
図
２
】
狛
家
系
図
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註（
１
）
熱
田
公
「
山
城
の
国
一
揆
」「
戦
国
の
争
乱
」（『
山
城
町
史
』
本
文
編
、
一
九

八
七
年
）。
鎌
田
道
隆
「
天
下
一
統
の
波
紋
」（
同
上
）。

（
２
）
小
西
瑞
恵
「
中
世
畿
内
に
お
け
る
武
士
の
存
在
形
態
」（
同
『
日
本
中
世
の
民

衆
・
都
市
・
農
村
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）。
臼

井
進
「
織
田
政
権
の
在
地
領
主
支
配
に
つ
い
て
」（『
史
叢
』
第
五
三
号
、
一

九
九
四
年
）。
吉
田
ゆ
り
子
「
国
人
領
主
狛
氏
の
動
向
と
地
域
社
会
の
変
容
」

（
同
『
兵
農
分
離
と
地
域
社
会
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
七

年
）。
同
「
近
世
に
お
け
る
『
国
人
領
主
』
と
旧
臣
・『
本
貫
地
』」（
同
上
、

初
出
一
九
九
八
年
）。

（
３
）
村
井
祐
樹
「
佐
々
木
六
角
氏
家
臣
団
の
実
像
」（
同
『
戦
国
大
名
佐
々
木
六
角

氏
の
基
礎
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。
新
谷

和
之
「【
史
料
紹
介
】
下
笠
覚
書
（
大
阪
公
立
大
学
蔵
）」（『
市
大
日
本
史
』

第
二
五
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
４
）
田
中
淳
一
郎
「
狛
文
書
の
概
要
」（『
山
城
郷
土
資
料
館
報
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
七
年
）。

（
５
）
小
林
凱
之
氏
所
蔵
文
書
（
狛
文
書
）（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）。
系

図
部
分
の
み
、『
山
城
町
史
』
本
文
編
四
二
二
頁
・
五
一
六
頁
に
翻
刻
さ
れ
て

い
る
。

（
６
）
椿
井
文
書
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
椿
井
文
書
│
日
本
最
大
級
の
偽
文
書
』（
中

央
公
論
新
社
、
二
〇
二
〇
年
）。
な
お
、
前
掲
註
（
３
）
新
谷
論
文
は
、「
下

笠
覚
書
」
を
近
江
の
下
笠
家
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
が
、
こ

れ
も
椿
井
政
隆
が
作
成
し
た
椿
井
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
端
裏
の
「
下
笠
覚

書
」
と
い
う
白
い
貼
紙
は
も
と
の
標
題
が
経
年
劣
化
に
よ
り
判
読
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
貼
り
直
し
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）
に
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
が
調
査
し
た
際
に
貼
っ
た
も
の

で
あ
る
。
実
際
、
拙
編
『
大
阪
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
椿
井
文
書
』（
大
阪
大

谷
大
学
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
）
の
【
別
表
】
Ｏ
一
〇
四
号
に
示
し
た
よ
う

に
、
史
料
編
纂
所
が
作
成
し
た
目
録
の
な
か
に
「
下
笠
覚
書
」
の
名
が
み
え

る
。
こ
の
史
料
は
「
下
笠
覚
書
」
や
「
下
笠
古
記
」
か
ら
引
用
し
た
体
で
作

成
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
た
か
も
原
典
に
基
づ
く
か
の
よ
う
に
作
成
す
る
こ
と

で
信
憑
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
の
は
椿
井
政
隆
の
常
套
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
原
典
は
実
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
７
）
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
役
所
、
一
九
二
二
年
）
八
九
二

頁
。『
八
日
市
の
歴
史
』（
八
日
市
市
役
所
、
一
九
八
四
年
）
五
一
頁
。

（
８
）
戸
田
芳
実
「
応
仁
・
文
明
の
乱
と
庄
園
の
消
滅
」（『
尼
崎
市
史
』
第
一
巻
、

尼
崎
市
役
所
、
一
九
六
六
年
）。
拙
稿
「
摂
津
守
護
代
薬
師
寺
氏
の
寄
子
編

成
」（
拙
著
『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初

出
二
〇
一
七
年
）。

（
９
）
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
生
駒
孝
臣
『
中
世
の
畿
内
武
士
団
と
公
武
政
権
』（
戎

光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
の
序
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１０
）
以
下
の
議
論
に
お
け
る
文
書
の
点
数
は
、
江
戸
期
の
も
の
を
除
外
し
て
い
る
。

（
１１
）
『
京
都
府
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
小
林
家
住
宅
長
屋
門
ほ
か
四
棟
保
存

修
理
工
事
報
告
書
』（
小
林
雅
子
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
１２
）
櫻
井
利
佳
「
楽
人
狛
氏
の
由
来
探
索
」（
磯
水
絵
編
『
興
福
寺
に
鳴
り
響
い
た

音
楽
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
一
年
）。

（
１３
）
『
大
乗
院
日
記
目
録
』
嘉
吉
二
年
一
一
月
一
一
日
条
。

（
１４
）
拙
稿
「
山
城
国
人
椿
井
家
の
中
世
文
書
」（
拙
編
『
尾
張
椿
井
家
文
書
』
大
阪

大
谷
大
学
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）
の
う
ち
「
椿
井
先
祖
へ
来
書
写
」
一
二

三
号
。

（
１５
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
元
年
一
〇
月
二
六
日
条
。

（
１６
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
四
年
一
〇
月
一
六
日
条
。

（
１７
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
五
年
四
月
一
七
日
条
・
一
八
日
条
。

（
１８
）
「
狛
氏
系
図
」（『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
下
）。

（
１９
）
『
東
大
寺
文
書
』
一
二
五
一
│
六
号
・
二
号
。
昵
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て
は

『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
一
七
頁
。

（
２０
）
『
東
大
寺
文
書
』
一
二
五
一
│
八
号
。

（
２１
）
『
東
大
寺
文
書
』
別
集
四
七
号
。

（
２２
）
『
東
大
寺
文
書
』
一
二
五
一
│
四
号
。

（
２３
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
四
月
二
四
日
条
。

３４



（
２４
）
「
椿
井
先
祖
へ
来
書
写
」
三
号
・
九
号
・
一
六
号
。

（
２５
）
前
掲
註
（
１４
）
拙
稿
の
う
ち
小
林
凱
之
氏
所
蔵
文
書
三
号
。

（
２６
）
維
摩
会
御
探
題
方
日
記
紙
背
文
書
（『
大
日
本
史
料
』
第
九
編
之
六
、
九
九

頁
）。

（
２７
）
「
御
内
書
案
」（『
続
群
書
類
従
』
第
二
三
輯
下
、
二
八
七
頁
）。

（
２８
）
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
一
六
年
一
〇
月
二
七
日
条
。

（
２９
）
「
椿
井
先
祖
へ
来
書
写
」
一
二
四
号
。

（
３０
）
拙
稿
「
細
川
晴
元
の
取
次
体
制
と
大
隅
守
有
」（『
日
本
歴
史
』
第
八
八
四
号
、

二
〇
二
二
年
）。

（
３１
）
拙
稿
「
細
川
晴
元
の
取
次
と
内
衆
の
対
立
関
係
」（
前
掲
註
（
８
）
拙
著
、
初

出
二
〇
一
六
年
）。

（
３２
）
前
掲
註
（
１４
）
拙
稿
。

（
３３
）
「
椿
井
先
祖
へ
来
書
写
」
一
二
四
号
。

（
３４
）
拙
稿
「
細
川
澄
元
陣
営
の
再
編
と
上
洛
戦
」（
前
掲
註
（
８
）
拙
著
、
初
出
二

〇
一
六
年
）。

（
３５
）
『
言
継
卿
記
紙
背
文
書
』
第
二
、
二
〇
六
頁
。

（
３６
）
薬
師
寺
文
書
九
函
六
四
号
（
及
川
亘
編
『
薬
師
寺
の
中
世
文
書
』
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
、
二
〇
一
六
年
）。

（
３７
）
鷹
山
家
文
書
下
二
七
号
（『
興
福
院
所
蔵
鷹
山
家
文
書
調
査
報
告
書
』
生
駒
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
３８
）
「
椿
井
先
祖
へ
来
書
写
」
一
五
号
・
一
八
号
・
三
一
号
。

（
３９
）
奥
野
高
廣
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
上
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

八
年
）
六
〇
四
頁
。
前
掲
註
（
２
）
吉
田
「
国
人
領
主
狛
氏
の
動
向
と
地
域

社
会
の
変
容
」。

（
４０
）
狛
文
書
一
九
号
・
二
三
号
（
前
掲
註
（
４
）
田
中
論
文
）。

（
４１
）
『
京
都
の
文
化
財
』
第
五
集
（
一
九
八
七
年
）
三
二
頁
。

（
４２
）
谷
村
一
太
郎
蒐
集
中
世
文
書
二
二
号
（『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
第
五
七
集
、

一
九
八
一
年
）。

（
４３
）
『
経
覚
私
要
鈔
』
康
正
三
年
九
月
二
三
日
条
・
二
七
日
条
。

（
４４
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
四
年
正
月
八
日
条
。

（
４５
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
二
九

兵
庫
県
の
地
名
Ⅰ
（
平
凡
社
、
一
九
九
九

年
）。

（
４６
）
前
掲
註
（
８
）
拙
稿
で
は
元
宣
を
川
辺
郡
代
と
し
た
が
訂
正
す
る
。
な
お
、

前
掲
註
（
８
）
戸
田
論
文
で
は
狛
雅
楽
助
を
武
庫
郡
代
と
す
る
が
誤
解
で
あ

る
。

（
４７
）
前
掲
註
（
８
）
戸
田
論
文
。

（
４８
）
今
谷
明
「
摂
津
に
お
け
る
細
川
氏
の
守
護
領
国
」（
同
『
守
護
領
国
支
配
機
構

の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）。

（
４９
）
離
宮
八
幡
宮
文
書
一
四
二
号
（『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
）。

（
５０
）
京
兆
家
分
国
に
お
け
る
守
護
代
と
郡
代
が
寄
親
寄
子
関
係
に
あ
る
例
は
、
前

掲
註
（
８
）
拙
稿
の
ほ
か
、
拙
稿
「
細
川
高
国
の
近
習
と
内
衆
の
再
編
」（
前

掲
註
（
８
）
拙
著
、
初
出
二
〇
一
五
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５１
）
大
覚
寺
文
書
四
九
号
（『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
一
）。

（
５２
）
「
蠧
簡
集
残
編
」
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）。
煩
雑
と
な
る
た
め

後
筆
部
分
は
略
し
た
。

（
５３
）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
三
〇
椙
杜
伊
織
二
二
号
。『
真
如
寺
所
蔵
能
勢
家
文
書
』

一
一
号
〜
一
四
号
。

（
５４
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
九
年
九
月
二
九
日
条
。『
長
興
宿
禰
記
』
同
月

二
八
日
条
。
和
田
文
書
巻
四
、
七
号
・
八
号
（
渋
谷
一
成
「
巻
四
所
収
文
書

の
内
容
と
翻
刻
」〔『
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
九

年
〕）。
日
根
文
書
（『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
四
巻
戦
国
時
代
前
期
一
八
号
）。

（
５５
）
「
御
侍
中
先
祖
書
系
図
牒
」
カ
・
ワ
（
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館
蔵
写
真
帳
）。

【
図
２
】
の
近
世
部
分
は
こ
の
系
図
に
よ
る
。

（
５６
）
「
蠧
簡
集
残
編
」
二
。『
南
北
朝
遺
文
』
中
国
四
国
編
一
〇
九
六
号
・
二
一
六

三
号
・
二
三
〇
九
号
・
二
五
〇
一
号
と
『
大
日
本
史
料
』
応
安
六
年
九
月
二

七
日
条
に
翻
刻
さ
れ
る
。

（
５７
）
渡
辺
実
に
つ
い
て
は
、
生
駒
孝
臣
「
南
朝
と
畿
内
武
士
」（
前
掲
註
（
９
）
生

駒
著
書
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
遠
州
掛
川
の

山
内
氏
の
も
と
に
仕
官
し
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
本
文
の
通
り

で
あ
る
。

３５ 山城国人狛氏と一族の地域的展開



（
５８
）
「
渡
辺
系
図
」（『
続
群
書
類
従
』
第
五
輯
下
、
二
六
七
頁
）。
な
お
、『
大
和
下

市
史
』
資
料
編
三
六
頁
で
は
該
当
部
分
を
「
摂
津
国
柳
津
渡
辺
十
村
ヲ
領
ス
」

と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
所
蔵
の
写
真
に
基
づ
き
「
中
村
」

が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
５９
）
「
堺
禅
通
寺
蔵
渡
辺
系
図
」（
前
掲
註
（
９
）
生
駒
著
書
二
九
二
頁
）。

（
６０
）
渡
辺
惣
官
家
文
書
二
号
（『
大
和
下
市
史
』
資
料
編
）。
天
野
忠
幸
・
生
駒
孝

臣
「『
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
』
所
収
『
渡
辺
文
書
』
に
つ
い
て
」（『
大
阪
の

歴
史
』
第
七
九
号
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
中
村
千
若
丸
の
名
字
の
地
を
摂
津

国
西
成
郡
福
島
庄
内
中
村
と
推
測
し
て
い
る
が
、
長
期
的
な
視
野
で
み
れ
ば

川
辺
郡
中
村
の
ほ
う
が
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

（
６１
）
生
駒
孝
臣
「
平
安
末
・
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
畿
内
武
士
の
成
立
と
展
開
」（
前

掲
註
（
９
）
生
駒
著
書
、
初
出
二
〇
一
一
年
）。

（
６２
）
渡
辺
惣
官
家
文
書
一
二
号
。

（
６３
）
前
掲
註
（
８
）
拙
稿
。
な
お
、
前
掲
註
（
４８
）
今
谷
論
文
は
、
鳴
尾
長
蘆
寺

に
関
す
る
案
件
で
飯
田
蔵
人
助
が
「
郡
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
例
（『
大
徳

寺
文
書
』
一
三
九
〇
号
・
一
三
九
一
号
）
を
も
と
に
川
辺
郡
代
と
す
る
。
し

か
し
、
鳴
尾
は
武
庫
郡
で
あ
る
。

（
６４
）
「
蠧
簡
集
残
編
」
三
。

（
６５
）
前
掲
註
（
８
）
拙
稿
。

（
６６
）
「
不
問
物
語
」
永
正
元
年
九
月
二
〇
日
条
（
和
田
英
道
「
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
不

問
物
語
』
翻
刻
」〔『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
第
一
六
号
、
一
九
八
三

年
〕）。

（
６７
）
鷹
山
家
文
書
下
三
号
。

（
６８
）
鷹
山
家
文
書
上
二
五
号
。

（
６９
）
黒
川
直
則
「
戦
国
時
代
の
大
北
氏
」（『
精
華
町
史
』
本
文
篇
、
一
九
九
六

年
）。「
東
寺
過
去
帳
」
に
基
づ
く
以
下
の
叙
述
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
７０
）
阿
刀
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）。
署
名
が
「
弥
三
郎
」
に
も
み

え
る
た
め
、
東
寺
百
合
文
書
あ
函
五
五
号
・
さ
函
一
二
六
号
で
も
該
当
部
分

を
「
弥
三
郎
」
と
読
み
取
っ
て
い
る
が
、
関
連
文
書
も
視
野
に
入
れ
る
と
正

し
く
は
「
孫
三
郎
」
だ
と
判
断
し
た
。

（
７１
）
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
宝
珠
院
文
書
四
函
八
六
号
。
天
野
忠
幸
・
樋
口

健
太
郎
「
尼
崎
市
史
古
代
・
中
世
史
料
補
遺
（
六
）」（『
地
域
史
研
究
│
尼
崎

市
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
│
』
第
一
一
九
号
、
二
〇
二
一
年
）
四
三
九
号

の
翻
刻
を
京
都
大
学
の
写
真
帳
に
あ
た
っ
て
修
正
し
た
。

（
７２
）
『
守
光
公
記
』
永
正
一
二
年
四
月
四
日
条
。

（
７３
）
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
六
、
二
二
五
頁
（『
戦
国
遺
文
佐
々
木
六
角
氏
編
』
一

八
六
号
、
以
下
『
戦
佐
』
一
八
六
と
略
）。

（
７４
）
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
六
、
二
二
六
頁
（『
戦
佐
』
七
六
二
）。

（
７５
）
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
二
、
八
九
三
頁
。

（
７６
）
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
五
七
号
（『
戦
佐
』
二
九
一
）。

（
７７
）
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
五
二
号
（『
戦
佐
』
三
五
七
）。

（
７８
）
「
親
俊
日
記
」
天
文
八
年
一
一
月
一
九
日
条
（『
続
史
料
大
成
』
一
三
）。

（
７９
）
専
修
寺
文
書
（『
戦
佐
』
八
〇
〇
）。

（
８０
）
白
井
文
書
二
三
号
（『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
二
・『
戦
佐
』
九
〇
二
号
）。

芦
浦
観
音
寺
文
書
七
号
（『
草
津
市
史
資
料
集
』
六
・『
戦
佐
』
九
三
六
）。

（
８１
）
芦
浦
観
音
寺
文
書
九
号
（『
戦
佐
』
九
四
一
）。『
大
仙
院
文
書
』
五
七
号

（『
戦
佐
』
一
二
九
九
）。

（
８２
）
芦
浦
観
音
寺
文
書
九
号
・
一
三
号
（『
戦
佐
』
九
四
一
・
九
五
〇
）。

（
８３
）
こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
村
井
祐
樹
「
佐
々
木
六
角
氏
家
臣
団
の
結
合
形
態
」

（
前
掲
註
（
３
）
村
井
著
書
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）。

（
８４
）
芦
浦
観
音
寺
文
書
八
号
（『
戦
佐
』
九
三
九
）。

（
８５
）
芦
浦
観
音
寺
文
書
一
五
号
（『
戦
佐
』
九
五
二
）。

（
８６
）
芦
浦
観
音
寺
文
書
一
一
号
・
一
四
号
（『
戦
佐
』
九
四
八
・
九
五
一
）。

（
８７
）
『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
九
年
九
月
二
五
日
条
。

（
８８
）
『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
一
〇
年
四
月
条
〜
五
月
条
。

（
８９
）
『
大
仙
院
文
書
』
五
六
号
（『
戦
佐
』
七
八
三
）。
木
村
政
延
氏
所
蔵
文
書

（『
戦
佐
』
九
〇
四
）。
な
お
、﹇
１５
Ｅ
一
〇
﹈
の
み
狛
一
族
で
は
な
く
「
青
地

駿
河
守
」
が
取
り
次
い
で
い
る
。
椿
井
政
隆
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
書
状
に
影

響
を
受
け
て
「
青
地
駿
河
守
軍
勢
帳
」（
前
掲
註
（
６
）
拙
編
【
別
表
】
Ｅ
八

八
号
）
を
作
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

３６



（
９０
）
東
寺
百
合
文
書
シ
函
七
九
号
・
八
〇
号
。

（
９１
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
応
仁
二
年
一
一
月
八
日
条
。

（
９２
）
前
掲
註
（
６９
）
黒
川
論
文
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
大
北
氏
に
つ
い
て
は
こ

れ
に
よ
る
。

（
９３
）
東
寺
百
合
文
書
イ
函
二
一
九
号
（『
戦
国
遺
文
三
好
氏
編
』
四
二
一
号
、
以
下

『
戦
三
』
四
二
一
と
略
）・
キ
函
二
二
一
号
（『
戦
三
』
一
八
五
七
）・
キ
函
二

二
六
号
（『
戦
三
』
一
八
五
八
）・
東
文
書
（『
戦
三
』
一
八
四
八
）・『
松
尾
大

社
史
料
集
』
文
書
篇
一
五
三
三
号
（『
戦
三
』
一
八
四
九
）・
法
隆
寺
文
書
ニ

函
二
八
八
号
（『
昭
和
資
材
帳
八

法
隆
寺
の
至
宝
』・『
戦
三
』
一
八
五
九
）。

谷
口
克
広
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞
典
（
第
二
版
）』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
〇
年
）
九
三
頁
で
は
、
奈
良
明
王
院
の
坊
官
と
す
る
が
誤
解
で
あ
ろ
う
。

（
９４
）
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
三
年
七
月
二
六
日
条
。

（
９５
）
法
隆
寺
文
書
ニ
函
一
五
九
号
〜
一
六
三
号
。
元
亀
三
年
「
小
五
月
郷
間
別
改

打
帳
」（
内
閣
文
庫
蔵
大
乗
院
文
書
）。
そ
の
ほ
か
大
永
七
年
に
は
、
狛
氏
と

対
抗
関
係
に
あ
っ
た
椿
井
氏
に
味
方
す
る
大
北
綱
・
澄
を
確
認
で
き
る
（「
椿

井
先
祖
へ
来
書
写
」
六
〇
号
・
六
四
号
・
六
九
号
・
一
二
四
号
）。
天
文
後
期

に
は
大
喜
多
廣
の
名
も
み
え
る
（
同
上
七
一
号
）。

（
９６
）
熱
田
公
「
山
城
国
一
揆
に
関
す
る
一
考
察
」（
同
『
中
世
寺
領
荘
園
と
動
乱
期

の
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
五
九
年
）
註
（
１３
）。

（
９７
）
『
桜
井
市
史
』
史
料
編
下
巻
四
七
二
頁
。

（
９８
）
『
澤
氏
古
文
書
』
二
六
一
号
。

（
９９
）
鷹
山
家
文
書
上
二
六
号
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
３４
）
拙
稿
も

参
照
さ
れ
た
い
。

﹇
付
記
﹈
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
廣
橋
延
博
氏
と
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
山
田

淳
平
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

３７ 山城国人狛氏と一族の地域的展開


